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第１章 調査の概要                  

１．調査の目的 

本調査は、平成 13 年 3 月に策定した「成田市学校教育長期ビジョン」を見直し、教育基本

法第 17 条第 2 項に規定する教育振興の施策に関する基本的な計画として「成田市学校教育振

興基本計画」を策定するための基礎資料を得ることを目的として実施しました。 

 

２．調査の種類および調査対象者 

調査種別 調査対象者 

①小学生調査 市内各公立小学校に在籍する児童（４・６年生） 

②中学生調査 市内各公立中学校に在籍する生徒（２年生） 

③保護者調査 ①、②の児童・生徒の保護者 

④教職員調査 市内各公立小・中学校に勤務する教職員 

 

３．調査の設計 

調査種別 項目 内容 

①小学生調査 

ア 対象者数 2,376 人 

イ 抽出方法 
市内各公立小学校に在籍する児童の４・６年

生を抽出し対象とした。 

ウ 調査地域 成田市内 

②中学生調査 

ア 対象者数 1,139 人 

イ 抽出方法 
市内各公立中学校に在籍する生徒の２年生を

抽出し対象とした。 

ウ 調査地域 成田市内 

③保護者調査 

ア 対象者数 3,515 人 

イ 抽出方法 調査対象の児童・生徒の保護者を対象とした。 

ウ 調査地域 成田市内 

④教職員調査 

ア 対象者数 942 人 

イ 抽出方法 
市内各公立小学校・公立中学校に勤務する全

ての教職員を対象とした。 

ウ 調査地域 成田市内 
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４．調査方法 

調査種別 発送 回収 

①小学生調査 各学校を通じて配布 各学校を通じて回収 

②中学生調査 各学校を通じて配布 各学校を通じて回収 

③保護者調査 各学校を通じて配布 各学校を通じて回収 

④教職員調査 各学校を通じて配布 各学校を通じて回収 

 

 

５．調査期間 

平成 26 年６月 10 日～平成 26 年７月 10 日 

 

 

６．回収結果 

調査種別 ①発送数（通） ②回収数（通） ③回収率（％） 

①小学生調査 2,376 2,326 97.9% 

②中学生調査 1,139 1,069 93.9% 

③保護者調査 3,515 3,027 86.1% 

④教職員調査 942 831 88.2% 

合 計 7,972 7,253 91.0% 

 

７．報告書の見方 

 

①集計した数値（％）は小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示しています。その

ため、質問に対する回答の選択肢が１つだけの場合、選択肢の数値（％）をすべて合計して

も、100.0％にならない場合があります。 

 

②回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、各選択肢の割

合を合計すると 100％を超えることがあります。 

 

③回答が少数である場合の比率については、特定の傾向が強く反映される場合があります。 
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ｎ= 2,326

男性

50.2%
女性

49.2%

無回答

0.6%

ｎ= 2,326

小学４年生

50.7%

小学６年生

48.4%

無回答

0.9%

第２章 小学生調査の結果              

１．あなたについて  

問 1 あなたの性別はどちらですか。（１つだけ○） 

 性別については、「男性」が 50.2％、「女性」が 49.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 あなたは何年生ですか。（１つだけ○） 

 学年については、「小学 4 年生」が 50.7％、「小学 6 年生」が 48.4％となっています。 
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ｎ= 2,326

とても楽しい

53.6%
まあ楽しい

37.6%

あまり楽しく

ない

5.7%

まったく楽しく

ない

1.8%

無回答

1.4%

問 3 あなたがいっしょに住んでいる家族はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

 いっしょに住んでいる家族については「母親」が 97.3％、「父親」が 87.1％、「きょうだい

（兄・姉や弟・妹）」が 81.6％、「祖母」が 17.0％、「祖父」が 13.7％などとなっています。 

   

2,326

父親

母親

きょうだい（兄・姉や弟・妹）

祖父

祖母

その他の親族

その他

無回答

87.1

97.3

81.6

13.7

17.0

2.2

2.6

0.5

0 20 40 60 80 100 %
　　　n=

 

 

 

 

２．学校について  

問 4 学校生活は楽しいですか。（１つだけ○） 

 学校生活が楽しいかについては、「とても楽しい」が 53.6％、「まあ楽しい」が 37.6％、「あ

まり楽しくない」が 5.7％、「まったく楽しくない」が 1.8％となっています。 
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【性別】 

性別でみても、“男性”“女性”ともに「とても楽しい」「まあ楽しい」を合わせると 9 割を

超えており、特に“女性”は「とても楽しい」が６割近くになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5 あなたは、学校生活に関する次のようなことに、どのくらい満足していますか。（そ

れぞれにひとつずつ○） 

 学校生活に関する満足度については“５）部活動やクラブ活動”で８割近く、“４）学校の行

事（遠足や運動会など）”で７割半ばが「とても満足」と回答しており、「まあ満足している」

を合わせるといずれも９割半ばとなります。他の項目についても「とても満足」と「まあ満足」

の割合が高く、２つを合わせた『満足』は、最も低い“７）校舎や教室のきれいさ”でも８割

近くとなっています。また、“９）学校全般について”では、「とても満足している」が４割半

ば、「まあ満足している」も４割を超え、合わせた『満足』は９割近くとなります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=2,326

１）友だちとの関係

９）学校全般について

８）校舎や教室の広さ

７）校舎や教室のきれいさ

６）学校のきまりやルール

３）授業の内容

２）先生との関係

４）学校の行事（遠足や運動会など）

５）部活動やクラブ活動

59.0 

51.2 

47.6 

74.8 

78.3 

44.3 

35.9 

55.7 

46.3 

5.9 

7.2 

7.9 

3.9 

2.8 

10.2 

15.7 

10.0 

7.9 

1.3 

1.8 

1.5 

1.0 

0.5 

2.6 

4.1 

3.3 

1.9 

1.0 

1.2 

1.7 

1.1 

2.2 

1.2 

1.2 

1.7 

1.3 

32.7

38.6

41.2

19.2

16.1

41.7

43.1

29.3

42.6

0 20 40 60 80 100 %

とても満足している

あまり満足していない

まあ満足している

まったく満足していない

無回答

n

男性 (1,152)

女性 (1,136)

%

51.2

57.7

40.2

35.7

6.5

5.1

2.1

1.5

0 20 40 60 80 100

とても楽しい あまり楽しくないまあ楽しい

まったく楽しくない
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ｎ= 2,326

よくわかる

40.2%

だいたいわ

かる

49.6%

あまりわから

ない

8.1%

ほとんどわか

らない

1.3% 無回答

0.7%

問 6 あなたは、学校の授業がどのくらいわかりますか。（１つだけ○） 

学校の授業がどのくらい分かるかについては、「よくわかる」が 40.2％、「だいたいわかる」

が 49.6％、「あまりわからない」が 8.1％、「ほとんどわからない」が 1.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 授業がわからない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

授業がわからない理由については、「授業の内容がむずかしいから」が最も多く 55.9％、次

いで「苦手・嫌いな教科が多いから」が 50.0％、「習ったことがよくわからないから」が 32.3％、

「授業の進み方が早すぎるから」が 28.2％などとなっています。 

220

授業の進み方が早すぎるから

授業の内容がむずかしいから

先生の説明が分かりにくいから

習ったことがよくわからないから

宿題や課題をしていないから

予習・復習をしていないから

苦手・嫌いな教科が多いから

その他

無回答

28.2

55.9

15.9

32.3

8.2

15.9

50.0

4.1

2.7

0 20 40 60 80 %
　　　n=
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問 8 あなたは、どのような先生に教わりたいですか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような先生に教わりたいかについては、「いろいろなことを知っている先生」が最も多く

67.7％、次いで「勉強をよく教えてくれる先生」が 64.9％、「みんなを平等にみてくれる先

生」が 64.2％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「勉強をよく教えてくれる先生」「みんなを平等にみてくれる先生」で“女性”

が７割を超えています。 
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勉強をよく教えてくれる先生

いろいろなことを知っている先生

悪いことはしっかりと注意してくれる先生

話を聞いてくれる先生

一緒に遊んでくれる先生

みんなを平等にみてくれる先生

その他

無回答

64.9 

67.7 

52.9 

56.7 

59.0 

64.2 

9.1 

1.7 

0 20 40 60 80 %n=

59.4

69.2

44.8

48.9

61.4

59.8

7.9

72.7

68.2

63.0

66.6

58.8

70.9

10.6

0 20 40 60 80

勉強をよく教えてくれる先生

いろいろなことを知っている先生

悪いことはしっかりと注意してくれる先生

話を聞いてくれる先生

一緒に遊んでくれる先生

みんなを平等にみてくれる先生

その他

（％）

男性(n=1,154)

女性(n=1,127)
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【学年別】 

学年別でみると、“小学４年生”では「いろいろなことを知っている先生」が７割を超えてい

ます。一方、“小学６年生”では「みんなを平等にみてくれる先生」が７割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

69.5

71.0

57.0

57.9

68.4

57.6

10.2

62.5

66.7

50.6

57.5

51.5

73.5

8.3

0 20 40 60 80

勉強をよく教えてくれる先生

いろいろなことを知っている先生

悪いことはしっかりと注意してくれる先生

話を聞いてくれる先生

一緒に遊んでくれる先生

みんなを平等にみてくれる先生

その他

（％）

小学４年生(n=1,159)

小学６年生(n=1,115)
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３．放課後や土日の過ごし方について  

問 9 あなたは、ふだん放課後に何をして過ごすことが多いですか。（あてはまるものすべ

てに○） 

ふだんの放課後の過ごし方については、「友だちと遊んでいる」が最も多く 72.3％、次いで

「習いごとやスポーツをしている」が 54.0％、「家で勉強や読書をしている」が 53.3％、「家

でゲームをしている」が 50.1％、「家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている」が 49.5％など

となっています。 
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学習塾などで勉強している

習いごとやスポーツをしている

学校の部活動に参加している

家で勉強や読書をしている

家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている

家でゲームをしている

地域の活動に参加している

友だちと遊んでいる

その他

無回答

24.7 

54.0 

20.7 

53.3 

49.5 

50.1 

7.0 

72.3 

8.5 

0.9 

0 20 40 60 80 %n=
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【性別】 

性別でみると、「家でゲームをしている」「友だちと遊んでいる」では“男性”の割合が高く、

「家で勉強や読書をしている」では“女性”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

23.5

55.3

17.0

44.8

49.0

60.2

6.9

75.4

6.4

26.6

53.6

25.0

63.0

50.8

40.7

7.1

70.5

10.9

0 20 40 60 80

学習塾などで勉強している

習いごとやスポーツをしている

学校の部活動に参加している

家で勉強や読書をしている

家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている

家でゲームをしている

地域の活動に参加している

友だちと遊んでいる

その他

（％）

男性(n=1,162)

女性(n=1,137)
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問 10 あなたは、土曜日や日曜日に何をして過ごすことが多いですか。（あてはまるもの

すべてに○） 

土曜日や日曜日にどのような過ごし方をしているかについては、「友だちと遊んでいる」が最

も多く 54.2％、次いで「家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている」が 53.9％、「家でゲーム

をしている」が 51.7％、「家で勉強や読書をしている」が 49.2％、「習いごとやスポーツをし

ている」が 47.9％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「習いごとやスポーツをしている」では“男性”の割合が高く、「家で勉強や

読書をしている」では“女性”の割合が高くなっています。 
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学習塾などで勉強している

習いごとやスポーツをしている

家で勉強や読書をしている

家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている

家でゲームをしている

地域の活動に参加している

友だちと遊んでいる

その他

無回答

11.2 

47.9 

49.2 

53.9 

51.7 

8.7 

54.2 

13.9 

1.5 

0 20 40 60 80 %n=

11.7

57.3

38.9

51.6

58.1

7.4

55.2

10.2

11.0

39.7

61.6

57.9

46.6

10.2

54.8

18.1

0 20 40 60 80

学習塾などで勉強している

習いごとやスポーツをしている

家で勉強や読書をしている

家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている

家でゲームをしている

地域の活動に参加している

友だちと遊んでいる

その他

（％）

男性(n=1,155)

女性(n=1,125)
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問 11 あなたは、土曜日に授業や学習する機会があるとしたら、どんなことができたらい

いと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

土曜日に授業や学習する機会があるとしたら、どんなことができたらいいと思うかについて

は、「学校での自由参加の課外授業に参加する」が 39.0％、「地域の人が教える体験学習など

に参加する」が 32.2％、「学校に行ってふだんどおりの授業を受ける」が 19.2％となってい

ます。また、「今のまま学校は休みでよい」が 53.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「学校での自由参加の課外授業に参加する」では“女性”が４割半ばと高い割

合となっています。また、「今のまま学校は休みでよい」では“男性”が６割近くとなっていま

す。 
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学校に行ってふだんどおりの授業を受ける

学校での自由参加の課外授業に参加する

地域の人が教える体験学習などに参加する

今のまま学校は休みでよい

その他

無回答

19.2 

39.0 

32.2 

53.9 

4.4 

1.4 

0 20 40 60 80 %n=

18.0

33.2

27.0

59.2

3.7

21.2

46.2

38.4

50.0

5.2

0 20 40 60 80

学校に行ってふだんどおりの授業を受ける

学校での自由参加の課外授業に参加する

地域の人が教える体験学習などに参加する

今のまま学校は休みでよい

その他

（％）

男性(n=1,152)

女性(n=1,130)
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【学年別】 

学年別でみると、「地域の人が教える体験学習などに参加する」では“小学４年生”がほぼ４

割と高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．家での様子について  

問 12 つぎのうち、あなたのふだんの生活に当てはまるのはどのようなことですか。 

（それぞれに１つずつ○） 

ふだんの生活にあてはまるものについて、「あてはまる」では“３）毎日朝ごはんを食べてい

る”で８割半ば、“４）ふだん、夕ごはんを家族と一緒に食べている”で６割となっています。

一方、「あてはまらない」では“７）テレビゲーム（コンピュータゲームや携帯式のゲームを含

む）で遊ぶ時間を決めている”で２割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=2,326

７）テレビゲーム（コンピュータゲームや携帯式の
   ゲームを含む）で遊ぶ時間を決めている

１）決まった時間に起きるようにしている

２）決まった時間に寝るようにしている

３）毎日朝ごはんを食べている

４）ふだん、夕ごはんを家族と一緒に食べている

５）家のそうじなど、家事の手伝いをしている

６）自分でできることは自分でしている

43.7 

29.0 

84.0 

60.7 

35.6 

50.1 

39.8 

34.0 

37.4 

9.4 

23.3 

38.9 

36.9 

21.8 

1.9 

1.7 

1.5 

1.3 

1.8 

2.4 

2.1 

8.8 

12.1 

1.5 

5.3 

7.7 

2.3 

21.0 

11.6 

19.8 

3.6 

9.4 

16.0 

8.3 

15.3 

0 20 40 60 80 100 %

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない

無回答

23.7

39.0

39.7

52.6

4.7

15.4

40.4

25.2

56.8

4.2

0 20 40 60

学校に行ってふだんどおりの授業を受ける

学校での自由参加の課外授業に参加する

地域の人が教える体験学習などに参加する

今のまま学校は休みでよい

その他

（％）

小学４年生(n=1,158)

小学６年生(n=1,117)



 

-14- 

問 13 あなたは、心配ごとなどで不安に感じることがありますか。（１つだけ○） 

心配ごとなどで不安を感じることがあるかについては、「ときどきある」が最も多く 32.5％、

次いで「ない」が 30.1％、「ほとんどない」が 21.3％、「よくある」が 14.1％となっていま

す。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「よくある」「ときどきある」を合わせると 5 割を超える“女性”が不安を感

じることがあり、“男性”と比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ= 2,326

よくある

14.1%

ときどきある

32.5%

ほとんどない

21.3%

ない

30.1%

無回答

2.0%

n

男性 (1,139)

女性 (1,132)

%

14.5

14.4

29.6

36.5

20.5

23.1

35.5

26.0

0 20 40 60 80 100

よくある ほとんどないときどきある ない
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問 14 あなたの心配ごとや悩みは次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

心配ごとや悩みの理由については、「友だちとうまくつきあえないこと」が 21.3％、「授業

がわからないこと」、「からだのこと」がともに 12.9％、「時間的なゆとりがないこと」が 12.2％

などとなっています。また、「とくに心配ごとや悩みはない」が 42.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,326

とくに心配ごとや悩みはない

友だちとうまくつきあえないこと

授業がわからないこと

進路や進学に対すること

家族のこと

からだのこと

夢や目標がないこと

時間的なゆとりがないこと

自分の居場所がないこと

他人に認めてもらえないこと

自由に遊べる場所がないこと

その他

無回答

42.9 

21.3 

12.9 

10.1 

10.4 

12.9 

8.1 

12.2 

3.8 

8.0 

6.9 

5.6 

6.2 

0 20 40 60 %n=
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【性別】 

性別でみると、「友だちとうまくつきあえないこと」で悩む“女性”が３割と“男性”と比べ

て高い割合となっています。なお、「とくに心配ごとや悩みはない」とした“男性”は 5 割を

超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.5

15.5

11.2

12.0

9.6

12.4

8.7

11.6

3.6

8.1

9.3

5.3

41.1

30.0

16.1

9.7

12.6

15.2

8.6

14.5

4.5

8.6

5.5

6.8

0 20 40 60

とくに心配ごとや悩みはない

友だちとうまくつきあえないこと

授業がわからないこと

進路や進学に対すること

家族のこと

からだのこと

夢や目標がないこと

時間的なゆとりがないこと

自分の居場所がないこと

他人に認めてもらえないこと

自由に遊べる場所がないこと

その他

（％）

男性(n=1,085)

女性(n=1,088)
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問 15 心配ごとや悩みは、誰に相談することが多いですか。（あてはまるものすべてに○） 

心配ごとや悩みを誰に相談することが多いかについては、「家族」が最も多く 49.7％、「友

だち」が 34.5％、「担任の先生」が 14.6％などとなっています。また、「とくに心配ごとや悩

みはない」が 34.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、悩みごとを持つのは“女性”が多く、相談相手は“男性”“女性”ともに「家

族」「友だち」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,326

とくに心配ごとや悩みはない

家族

友だち

担任の先生

保健の先生

その他の先生

学校のカウンセラー

その他

無回答

34.9 

49.7 

34.5 

14.6 

2.7 

1.8 

1.7 

4.6 

3.1 

0 20 40 60 %n=

43.2

44.9

26.4

13.4

1.8

2.0

1.0

4.5

29.1

57.6

44.4

16.7

3.7

1.7

2.5

5.0

0 20 40 60 80

とくに心配ごとや悩みはない

家族

友だち

担任の先生

保健の先生

その他の先生

学校のカウンセラー

その他

（％）

男性(n=1,123)

女性(n=1,122)
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ｎ= 2,326

できるだけ参

加している

35.6%

ときどき参加

している

36.5%

ほとんど参加

していない

24.2%

その他

1.6%

無回答

2.1%

2,326

よく感じる

たまに感じる

どちらともいえない

あまり感じない

感じない

わからない

無回答

36.1 

31.2 

10.6 

5.6 

4.2 

10.8 

1.5 

0 10 20 30 40 %n=

問 16 あなたは地域の行事などにどのくらい参加していますか。（１つだけ○） 

地域の行事にどのくらい参加するかについては、「ときどき参加している」が最も多く

36.5％、次いで「できるだけ参加している」35.6％、「ほとんど参加していない」24.2％な

どとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたは、地域の大人が自分たちを見守ってくれていると感じますか。 

（１つだけ○） 

地域の大人が自分たちを見守ってくれていると感じるかについては、「よく感じる」が最も多

く 36.1％、「たまに感じる」が 31.2％などとなっています。 
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問 18 あなたの住んでいる地域の大人にどんなことを望みますか。（２つまで○） 

地域の大人にどのようなことを望むかについては、「自分たちの安全を見守ってほしい」が

51.4％と最も多く、「世の中のいろんなことを教えてほしい」が 21.3％、「あいさつを交わし

てほしい」が 19.7％などとなっています。また、「とくに望むことはない」が 23.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学年別】 

学年別でみると、「自分たちの安全を見守ってほしい」では“小学４年生”が６割近くと“小

学６年生”と比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,326

自分たちの安全を見守ってほしい

あいさつを交わしてほしい

地域の行事にさそってほしい

世の中のいろいろなことを教えてほしい

いっしょに遊んでほしい

困ったときに相談にのってほしい

その他

とくに望むことはない

無回答

51.4 

19.7 

12.9 

21.3 

16.6 

13.8 

1.8 

23.3 

1.5 

0 20 40 60 %n=

58.3

16.0

14.1

23.9

22.2

17.2

1.4

16.4

45.8

24.6

12.1

19.2

11.3

10.7

2.4

31.4

0 20 40 60 80

自分たちの安全を見守ってほしい

あいさつを交わしてほしい

地域の行事にさそってほしい

世の中のいろいろなことを教えてほしい

いっしょに遊んでほしい

困ったときに相談にのってほしい

その他

とくに望むことはない

（％）

小学４年生(n=1,162)

小学６年生(n=1,112)
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ｎ= 2,326

持っている

79.7%

持っていない

7.7%

わからない

11.8%

無回答

0.8%

５．将来について  

問 19 あなたは将来の夢や目標を持っていますか。（１つだけ○） 

将来の夢や目標については、「持っている」が最も多く 79.7％、次いで「わからない」が

11.8％、「持っていない」が 7.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 あなたは、将来も成田市に住み続けたいと思いますか。（１つだけ○） 

将来も成田市に住み続けたいと思うかについては、「どちらともいえない（わからない）」が

最も多く 24.5％、次いで「一度外に出て、また成田市に戻りたい」が 23.1％、「ずっと住み

続けたい」が 22.1％、「できれば住み続けたい」が 21.9％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,326

ずっと住み続けたい

できれば住み続けたい

一度外に出て、また成田市に戻りたい

どちらともいえない（わからない）

できれば住み続けたくない

住み続けたくない

無回答

22.1 

21.9 

23.1 

24.5 

3.1 

4.5 

0.8 

0 10 20 30 40 %n=
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第３章 中学生調査の結果               

１．あなたについて  

問 1 あなたの性別はどちらですか。（１つだけ○） 

性別については、「男性」が 52.0％、「女性」が 47.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 あなたが一緒に住んでいる家族はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

一緒に住んでいる家族については「母親」が最も多く 96.5％、次いで「父親」が 83.2％「き

ょうだい（兄・姉や弟・妹）」が 81.9％、「祖母」が 19.4％、「祖父」が 14.2％などとなっ

ています。 

    

ｎ= 1,069

男性
52.0%

女性
47.4%

無回答
0.6%

1,069

父親

母親

きょうだい（兄・姉や弟・妹）

祖父

祖母

その他の親族

その他

無回答

83.2 

96.5 

81.9 

14.2 

19.4 

2.4 

3.9 

0.7 

0 20 40 60 80 100 %n=
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ｎ= 1,069

とても楽しい

40.7%

まあ楽しい

47.7%

あまり楽しく

ない

8.1%

まったく楽しく

ない

2.5%

無回答

0.9%

２．学校について  

問 3 学校生活は楽しいですか。（１つだけ○） 

学校生活が楽しいかについては、「まあ楽しい」が最も多く 47.7％、次いで「とても楽しい」

が 40.7％、「あまり楽しくない」が 8.1％、「まったく楽しくない」が 2.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 性別でみると、“女性”は「とても楽しい」「まあ楽しい」を合わせる 9 割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

男性 (553)

女性 (505)

%

38.7

43.6

48.5

47.9

9.8

6.5

3.1

2.0

0 20 40 60 80 100

とても楽しい あまり楽しくないまあ楽しい

まったく楽しくない
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問 4 あなたは、学校生活に関する次のようなことに、どのくらい満足していますか。 

（それぞれにひとつずつ○） 

学校生活に関する満足度については、“５）部活動やクラブ活動”や“１）友だちとの関係”、

“４）学校の行事（校外学習や運動会など）”で５割近くが「とても満足」と回答しています。

他の項目についても「とても満足」と「まあ満足」の割合が高く、２つを合わせた『満足』は、

最も低い“７）校舎や教室のきれいさ”でも７割を超えています。また、“９）学校全般につい

て”では「とても満足している」が２割を超え、「まあ満足している」が６割近く、合わせた『満

足』は 8 割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
%

９）学校全般について

n=1,069

３）授業の内容

４）学校の行事（校外学習や運動会な
ど）

１）友だちとの関係

２）先生との関係

５）部活動やクラブ活動

６）学校のきまりやルール

７）校舎や教室のきれいさ

８）校舎や教室の広さ

48.6 

29.2 

20.4 

47.5 

48.6 

30.2 

23.1 

34.0 

23.7 

7.7 

12.8 

14.9 

8.1 

11.4 

14.5 

19.6 

14.2 

13.5 

1.1 

3.3 

4.0 

2.6 

6.4 

4.3 

5.1 

5.3 

3.9 

0.7 

0.5 

1.1 

0.7 

1.8 

0.7 

0.9 

0.7 

0.6 

42.0

54.3

59.6

41.1

31.8

50.2

51.4

45.8

58.4

0 20 40 60 80 100

とても満足している あまり満足していない
まあ満足している まったく満足していない

無回答
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ｎ= 1,069

よくわかる

15.9%

だいたいわ

かる

60.9%

あまりわから

ない

18.3%

ほとんどわか

らない

4.0%

無回答

0.8%

問 5 あなたは、学校の授業がどのくらいわかりますか。（１つだけ○） 

学校の授業がどのくらい分かるかについては、「だいたいわかる」が最も多く 60.9％、次い

で「あまりわからない」が 18.3％、「よくわかる」が 15.9％、「ほとんどわからない」が 4.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6 授業がわからない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

授業がわからない理由については、「苦手・嫌いな教科が多いから」が最も多く 61.5％、次

いで「授業の内容がむずかしいから」が 56.5％、「習ったことが身についていないから」が

41.4％、「予習・復習をしていないから」が 36.8％、「先生の説明が分かりにくいから」が

29.7％などとなっています。 

 
239

授業の進み方が早すぎるから

授業の内容がむずかしいから

先生の説明が分かりにくいから

習ったことが身についていないから

宿題や課題をしていないから

予習・復習をしていないから

苦手・嫌いな教科が多いから

その他

無回答

25.9

56.5

29.7

41.4

20.5

36.8

61.5

5.9

0.8

0 20 40 60 80 %
　　　n=
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問 7 あなたは、どのような先生に教わりたいですか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような先生に教わりたいかについては、「教えるのが上手な先生」が最も多く 83.3％、

次いで「信頼できる先生」が 69.5％、「気軽に相談できる先生」が 67.1％、「話が上手な先生」

が 63.8％、「やさしい先生」が 56.0％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,069

教えるのが上手な先生

深い専門知識をもつ先生

厳しい先生

やさしい先生

教育に情熱をもっている先生

話が上手な先生

えこひいきしない先生

信頼できる先生

気軽に相談できる先生

人間的に魅力がある先生

人生の師となるような先生

一緒に遊んでくれる先生

一緒に泣いて笑ってくれるような先生

その他

わからない

無回答

83.3 

28.0 

10.9 

56.0 

23.7 

63.8 

44.2 

69.5 

67.1 

24.3 

25.4 

25.7 

37.7 

4.2 

3.0 

0.9 

0 20 40 60 80 100 %n=
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【性別】 

上位を性別でみると、「教えるのが上手な先生」「信頼できる先生」「気軽に相談できる先生」

「話が上手な先生」ともに“女性”の割合が“男性”と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.0

29.2

10.0

56.6

21.4

59.0

36.8

62.1

60.8

22.9

26.1

26.3

31.0

4.2

4.2

88.9

27.1

12.1

56.8

26.3

70.5

53.5

79.0

75.4

26.5

25.1

25.7

45.9

4.4

1.8

0 20 40 60 80 100

教えるのが上手な先生

深い専門知識をもつ先生

厳しい先生

やさしい先生

教育に情熱をもっている先生

話が上手な先生

えこひいきしない先生

信頼できる先生

気軽に相談できる先生

人間的に魅力がある先生

人生の師となるような先生

一緒に遊んでくれる先生

一緒に泣いて笑ってくれるような先生

その他

わからない

（％）

男性(n=551)

女性(n=505)
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ｎ= 1,069

とても不安を

感じた

18.9%

少し不安を感

じた

57.5%

不安は感じな

かった

22.5%

無回答

1.0%

問 8 あなたは、小学生から中学生になるときに、不安を感じましたか。（１つだけ○） 

進級するときに不安を感じたかについては、「少し不安を感じた」が最も多く 57.５％、次い

で「不安は感じなかった」が 22.5％、「とても不安を感じた」が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「とても不安に感じた」「少し不安を感じた」を合わせると、“女性”は８割を

超え、“男性”と比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

男性 (551)

女性 (504)

%

17.4

21.0

53.5

63.1

29.0

15.9

0 20 40 60 80 100

とても不安を感じた 不安は感じなかった少し不安を感じた
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問 9 問 8 で「１」または「２」を答えた人におたずねします。不安の内容はどのような

ことでしたか。（あてはまるものすべてに○） 

不安の内容については、「授業についていけるのか不安」が最も多く 64.4%、次いで「新し

い環境になじめるのか不安」が 56.8％、「上級生に対する不安」が 52.4％、「友だちができる

かの不安」が 51.5％「部活動などに対する不安」が 41.1％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 小学校のときに、どのようなことがあれば、中学校に安心して進学することがで

きると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

小学校のときに、どのようなことがあれば、中学校に安心して進学することができるかにつ

いては、「中学校の授業や部活動の様子などを見学できる機会」が最も多く 65.7％、次いで「中

学校の先輩から学校生活の様子を聞いたり、一緒に活動するような機会」が 43.4％、「小学校

と中学校の違いや、中学校の学校生活などについてわかるガイドブック」が 35.2％、「地域の

行事などでふだんから中学生と交流できる機会」が 28.6％、「中学校の先生から話を聞いたり、

勉強を教えてもらうような機会」27.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,069

中学校の授業や部活動の
様子などを見学できる機会

中学校の先生から話を聞いたり、
勉強を教えてもらうような機会

中学校の先輩から学校生活の様子
を聞いたり、一緒に活動するような機会

小学校と中学校の違いや、中学校の
学校生活などについてわかるガイドブック

地域の行事などでふだんから
中学生と交流できる機会

その他

無回答

65.7 

27.7 

43.4 

35.2 

28.6 

3.0 

3.6 

0 20 40 60 80 %n=

817

授業についていけるかの不安

友だちができるかの不安

中学生活についてわからない不安

新しい環境になじめるかの不安

部活動などに対する不安

上級生に対する不安

先生に対する不安

その他

無回答

64.4

51.5

38.4

56.8

41.1

52.4

18.2

1.6

0.1

0 20 40 60 80 %
　　　n=
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ｎ= 1,069

よいことだと

思う

37.3%

どちらかとい

えばよいこと

だと思う

35.1%

あまりよいこ

とだと思わな

い

6.0%

よいことだと

思わない

4.0%

よくわからな

い

15.6%

無回答

2.0%

問 11 あなたは、小学校と中学校とが連携して、学校の目標や生活のきまりを統一した

り、学校行事などで児童と生徒が交流することについて、どのように思いますか。

（１つだけ○） 

小学校と中学校とが連携して、学校の目標や生活のきまりを統一したり、学校行事などで児

童と生徒が交流することについては、「よいことだと思う」が最も多く 37.3％、、次いで「ど

ちらかといえばよいことだと思う」が 35.1％、「あまりよいことだと思わない」が 6.0％、「よ

いことだと思わない」が 4.0％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「よいことだと思う」では“女性”が４割を超え、“男性”と比べて高い割合

となっています。 

 

 

 n

男性 (541)

女性 (502)

%

35.5

40.6

35.9

35.9

6.7 17.4

14.5

5.4

4.6

3.6

0 20 40 60 80 100

よいことだと思う

あまりよいことだと思わない

どちらかといえばよいことだと思う よいことだと思わない

よくわからない
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３．放課後や土日の過ごし方について  

問 12 あなたは、普段放課後に何をして過ごすことが多いですか。（あてはまるものすべ

てに○） 

ふだんの放課後の過ごし方については、「学校の部活動に参加している」が最も多く 80.3％、

次いで「家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている」が 51.9％、「友だちと遊んでいる」が 45.3％、

「家で勉強や読書をしている」が 44.4％、「家でゲームをしている」が 40.2％などとなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,069

学習塾などで勉強している

習いごとやスポーツをしている

学校の部活動に参加している

家で勉強や読書をしている

家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている

家でゲームをしている

地域の活動に参加している

友だちと遊んでいる

その他

無回答

30.5 

28.5 

80.3 

44.4 

51.9 

40.2 

0.9 

45.3 

5.4 

1.6 

0 20 40 60 80 100 %n=
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【性別】 

性別でみても、「学校の部活動に参加している」が“男性”“女性”とも高い割合になってい

ますが、「家でゲームをしている」や「友だちと遊んでいるで」では“男性”が “女性”と比

べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.9

32.2

77.9

39.3

52.4

58.3

0.7

54.0

4.8

31.2

25.6

85.5

51.3

53.3

21.7

1.2

37.2

6.4

0 20 40 60 80 100

学習塾などで勉強している

習いごとやスポーツをしている

学校の部活動に参加している

家で勉強や読書をしている

家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている

家でゲームをしている

地域の活動に参加している

友だちと遊んでいる

その他

（％）

男性(n=544)

女性(n=503)
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問 13 あなたは、土曜日や日曜日に何をして過ごすことが多いですか。（あてはまるもの

すべてに○） 

土曜日や日曜日にどのような過ごし方をしているかについては、「学校の部活動に参加してい

る」が最も多く 72.8％、次いで「友だちと遊んでいる」が 58.7％、「家でテレビやビデオ・

ＤＶＤを見ている」が 55.8％、「家でゲームをしている」が 44.5％、「家で勉強や読書をして

いる」が 43.8％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,069

学習塾などで勉強している

習いごとやスポーツをしている

学校の部活動に参加している

家で勉強や読書をしている

家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている

家でゲームをしている

地域の活動に参加している

友だちと遊んでいる

その他

無回答

13.9 

22.0 

72.8 

43.8 

55.8 

44.5 

2.7 

58.7 

8.2 

1.5 

0 20 40 60 80 100 %n=
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【性別】 

性別でみると「家でゲームをしている」では“男性”が６割を超え“女性”に比べて高い割

合となっています。一方、「家で勉強や読書をしている」では“女性”が５割を超え“男性”と

比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.5

27.3

73.9

37.8

55.6

61.8

2.6

64.2

6.1

13.9

16.9

74.0

52.1

58.3

26.8

2.8

54.3

10.9

0 20 40 60 80

学習塾などで勉強している

習いごとやスポーツをしている

学校の部活動に参加している

家で勉強や読書をしている

家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見ている

家でゲームをしている

地域の活動に参加している

友だちと遊んでいる

その他

（％）

男性(n=545)

女性(n=503)
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問 14 あなたは、土曜日に授業や学習の機会があるとすれば、どんなことができたらい

いと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

土曜日に授業や学習する機会があるとしたら、どんなことができたらいいと思うかについて

は、「学校での自由参加の課外授業に参加する」が最も多く 39.１％、次いで「学校に行って普

段どおりの授業を受ける」が 13.2％、「地域の人が教える体験学習などに参加する」が 12.2％

となっています。また、「今のまま学校は休みでよい」が 60.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「学校での自由参加の課外授業に参加する」で“女性”が４割半ばと“男性”

と比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,069

学校に行って普段どおりの授業を受ける

学校での自由参加の課外授業に参加する

地域の人が教える体験学習などに参加する

今のまま学校は休みでよい

その他

無回答

13.2 

39.1 

12.2 

60.8 

2.2 

2.2 

0 20 40 60 80 100 %n=

11.7

34.7

9.5

64.9

2.2

15.5

45.6

15.7

59.2

2.4

0 20 40 60 80

学校に行って普段どおりの授業を受ける

学校での自由参加の課外授業に参加する

地域の人が教える体験学習などに参加する

今のまま学校は休みでよい

その他

（％）

男性(n=539)

女性(n=502)
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問 15 あなたは学習塾に通っていますか。（１つだけ○） 

学習塾に通っているかについては、「通っていない」が最も多く 56.0％、次いで「1 週間に

２日通っている」が 24.5％、「1 週間に３日以上通っている」が 9.3％、「1 週間に 1 日通っ

ている」が 8.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみても大きな違いはみられませんが、１週間に２日以上通っているのは、“男性”がや

や高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

n

男性 (543)

女性 (502)

%

10.3

8.6

26.9

22.9

6.6

10.8

56.2

57.8

0 20 40 60 80 100

1週間に３日以上
通っている

1週間に1日通っている

1週間に２日通っている

通っていない

ｎ= 1,069
1週間に３日以
上通っている

9.3%

1週間に２日
通っている

24.5%

1週間に1日
通っている

8.4%

通っていない
56.0%

無回答
1.8%
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問 16 学習塾に通ってよかったことは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

学習塾に通ってよかったことについては、「学校の勉強がわかるようになった」が最も多く

71.8％、次いで「テストの点がよくなった」が 48.6％、「受験に役立つ情報が得られた」が

38.4％、「勉強する習慣ができた」が 33.3％、「勉強が面白くなった」が 26.6％などとなっ

ています。 

451

学校の勉強がわかるようになった

友だちができた

テストの点がよくなった

勉強する習慣ができた

勉強が面白くなった

受験に役立つ情報が得られた

その他

とくによかったことはない

無回答

71.8

22.4

48.6

33.3

26.6

38.4

2.7

7.1

1.8

0 20 40 60 80 100 %
　　　n=
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ｎ= 1,069

持っている

62.4%

持っていない

32.6%

無回答

5.1%

４．家での様子について  

問 17 つぎのうち、あなたの普段の生活に当てはまるのはどのようなことですか。 

（それぞれに１つずつ○） 

普段の生活にあてはまるものについて、「あてはまる」では“３）毎日朝ごはんを食べている”

で７割半ば、“４）ふだん、夕ごはんを家族と一緒に食べている”で６割近くとなっています。

一方、「あてはまらない」では“７）テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲームを含

む）で遊ぶ時間を決めている”で３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 あなたは、自分だけの携帯電話やスマートフォンを持っていますか。（１つだけ○） 

自分だけの携帯電話やスマートフォンを持っているかについては、「持っている」が 62.4％、

「持っていない」が 32.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

%

６）自分でできることは自分でしている

７）テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式の
ゲームを含む）で遊ぶ時間を決めている

８）携帯電話やスマートフォンを使うルールや約束
をつくっている

n=1,069

１）決まった時間に起きるようにしている

２）決まった時間に寝るようにしている

３）毎日朝ごはんを食べている

４）ふだん、夕ごはんを家族と一緒に食べている

５）家のそうじなど、家事の手伝いをしている

41.7 

19.9 

76.8 

58.3 

25.1 

39.0 

19.3 

28.0 

33.5

32.9

12.0

23.6

39.0

44.4

19.7

21.1

12.5 

26.8 

5.5 

10.4 

23.8 

11.8 

23.9 

14.7 

3.2 

2.5 

1.7 

2.4 

2.2 

2.7 

3.2 

6.4 

9.1

17.8

4.0

5.3

10.0

2.1

33.9

29.8

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない

無回答
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【性別】 

性別でみると、“女性”は「持っている」が７割を超え“男性”と比べて高い割合となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 あなたは、ふだん家でどれくらい勉強していますか。塾で勉強する時間をのぞい

た一日のだいたいの時間を教えてください。（それぞれに１つずつ○） 

ふだん家でどれくらい勉強しているかについては、平日では「１時間くらい」が最も多く

26.5％、次いで「30 分くらい」が 22.7％などとなっています。また、休日でも「１時間く

らい」が最も多く 20.1％、次いで「ほとんどしない」が 17.5％などとなっています。 

 

【平日】                  【休日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,069

ほとんどしない

30分くらい

１時間くらい

１時間30分くらい

２時間くらい

２時間30分くらい

３時間くらい

３時間以上

無回答

17.5 

13.9 

20.1 

12.7 

15.5 

5.2 

4.5 

7.2 

3.3 

0 10 20 30 40%n=1,069

ほとんどしない

30分くらい

１時間くらい

１時間30分くらい

２時間くらい

２時間30分くらい

３時間くらい

３時間以上

無回答

18.1 

22.7 

26.5 

15.0 

10.8 

1.7 

2.0 

1.1 

2.2 

0 10 20 30 40 %n=

n

男性 (515)

女性 (496)

%

60.2

71.6

39.8

28.4

0 20 40 60 80 100

持っている 持っていない
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【性別】 

性別でみると、平日、休日ともに“ほとんどしない”で“男性”が２割半ばと“女性”と比

べて高い割合となっています。 

 

【平日】                  【休日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.0

23.6

25.6

11.8

10.7

1.8

1.1

1.3

12.6

22.6

28.9

19.0

11.4

1.4

3.0

1.0

0 10 20 30 40

ほとんどしない

30分くらい

１時間くらい

１時間30分くらい

２時間くらい

２時間30分くらい

３時間くらい

３時間以上

（％）

男性(n=542)

女性(n=499)

24.0

15.2

22.0

11.8

13.1

4.1

3.4

6.4

11.7

13.5

19.5

14.7

19.1

6.8

6.0

8.7

0 10 20 30

ほとんどしない

30分くらい

１時間くらい

１時間30分くらい

２時間くらい

２時間30分くらい

３時間くらい

３時間以上

（％）

男性(n=533)

女性(n=497)
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ｎ= 1,069

よくある

23.4%

ときどきある

35.4%

ほとんどない

19.5%

ない

20.2%

無回答

1.6%

問 20 あなたは、心配ごとなどで不安に感じることがありますか。（１つだけ○） 

心配ごとなどで不安に感じることがあるかについては、「ときどきある」が最も多く 35.4％、

次いで「よくある」が 23.4％、「ない」が 20.2％、「ほとんどない」が 19.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「よくある」「ときどきある」を合わせると７割近い“女性”が不安を感じる

ことがあり、“男性”と比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

男性 (544)

女性 (504)

%

19.3

28.6

32.7

39.5

21.1

18.3

26.8

13.7

0 20 40 60 80 100

よくある ほとんどないときどきある ない
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1,069

とくに心配ごとや
悩みはない

友だちとうまく
つきあえないこと

授業がわからないこと

進路や進学に対する
こと

家族のこと

からだのこと

夢や目標がないこと

時間的なゆとりが
ないこと

自分の居場所が
ないこと

他人に認めて
もらえないこと

自由に遊べる
場所がないこと

その他

無回答

24.5 

23.9 

23.8 

42.7 

9.8 

9.6 

16.7 

24.0 

7.4 

8.6 

7.6 

5.4 

4.0 

0 20 40 60 %n=

問 21 あなたの心配ごとや悩みは次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

心配ごとや悩みの理由については、「進路や進学に対すること」が最も多く 42.7％、次いで、

「時間的なゆとりがないこと」が 24.0％、「友だちとうまくつきあえないこと」が 23.9％、

「授業がわからないこと」が 23.8％などとなっています。また、「とくに心配ごとや悩みはな

い」が 24.5％となっています。 
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【性別】 

性別でみても、「進路や進学に対すること」が最も多くなっています。また、「友だちとうま

くつきあえないこと」で悩む“女性”が３割半ばと“男性”と比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.3

15.1

18.9

41.2

7.3

8.0

20.6

20.2

6.1

7.8

9.2

5.7

18.4

35.5

31.1

48.1

13.4

12.2

14.0

30.3

9.2

10.0

6.6

5.6

0 20 40 60

とくに心配ごとや悩みはない

友だちとうまくつきあえないこと

授業がわからないこと

進路や進学に対すること

家族のこと

からだのこと

夢や目標がないこと

時間的なゆとりがないこと

自分の居場所がないこと

他人に認めてもらえないこと

自由に遊べる場所がないこと

その他

（％）

男性(n=524)

女性(n=499)
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1,069

とくに心配ごとや悩み
はない

家族

友だち

担任の先生

保健の先生

その他の先生

学校のカウンセラー

その他

無回答

22.5 

37.8 

46.1 

8.6 

2.1 

3.0 

1.8 

12.2 

4.9 

0 20 40 60 %
n=

問 22 心配ごとや悩みは、誰に相談することが多いですか。（あてはまるものすべてに○） 

心配ごとや悩みを誰に相談するかについては、「友だち」が最も多く 46.1％、次いで「家族」

37.8％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、悩みごとを持つのは“女性”が多く、相談相手は“男性”“女性”ともに「友

だち」が多くなっていますが、特に“女性”で高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

32.1

32.5

35.2

8.9

1.4

1.9

1.7

13.9

14.9

47.1

62.6

9.3

3.0

4.4

1.8

11.7

0 20 40 60 80

とくに心配ごとや悩みはない

家族

友だち

担任の先生

保健の先生

その他の先生

学校のカウンセラー

その他

（％）

男性(n=517)

女性(n=497)
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ｎ= 1,069
できるだけ参

加している

12.9%

ときどき参加

している

33.9%

ほとんど参加

していない

49.9%

その他

1.3%

無回答

2.1%

1,069

よく感じる

たまに感じる

どちらともいえない

あまり感じない

感じない

わからない

無回答

20.3 

28.6 

13.9 

13.3 

11.5 

11.2 

1.1 

0 10 20 30 40 %n=

問 23 あなたは地域の行事などにどのくらい参加していますか。（１つだけ○） 

地域の行事などにどのくらい参加するかについては、「ほとんど参加していない」が最も多く

49.9％、次いで「ときどき参加している」が 33.9％、「できるだけ参加している」が 12.9％

などととなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 あなたは、地域の大人が自分たちを見守ってくれていると感じますか。 

（１つだけ○） 

地域の大人が自分たちを見守ってくれていると感じるかについては、「たまに感じる」が最も

多く 28.6％、次いで「よく感じる」が 20.3％、「どちらともいえない」が 13.9％、「あまり

感じない」が 13.3％、「感じない」が 11.5％などとなっています。 
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1,069

自分たちの安全を見
守ってほしい

あいさつを交わしてほ
しい

地域の行事にさそっ
てほしい

世の中のいろいろなこ
とを教えてほしい

いっしょに遊んでほし
い

困ったときに相談に
のってほしい

その他

とくに望むことはない

無回答

36.9 

27.1 

8.7 

11.2 

3.2 

8.4 

2.2 

41.2 

1.7 

0 20 40 60 %n=

ｎ= 1,069

持っている

56.6%

持っていない

18.5%

わからない

23.9%

無回答

1.0%

問 25 あなたの住んでいる地域の大人にどんなことを望みますか。（２つまで○） 

住んでいる地域の大人にどんなことを望むかについては、「自分たちの安全を見守ってほし

い」が最も多く 36.9％、次いで「あいさつを交わしてほしい」が 27.1％などとなっています。

また、「とくに望むことはない」が 41.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．将来について  

問 26 あなたは将来の夢や目標を持っていますか。（１つだけ○） 

将来の夢や目標については、「持っている」が最も多く 56.6％、次いで「わからない」が

23.9％、「持っていない」が 18.5％となっています。 
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1,069

健康で丈夫な人

礼儀正しく、年上の人を
大切にする人

他人に迷惑をかけない人

社会に役立つ人

社会的な名声や
地位を得た人

他人の立場を理解し、
尊重できる人

自分で新しい道を
切り開く人

地域のために
貢献できる人

物事の正しいこと、悪い
ことの判断ができる人

自己の主張や個性を
はっきりとだす人

経済的に自立した人

国際社会で活躍する人

その他

わからない

無回答

60.2 

57.3 

57.9 

49.5 

14.7 

32.2 

31.5 

21.8 

52.1 

31.3 

22.4 

21.4 

3.7 

9.0 

1.1 

0 20 40 60 80 %n=

問 27 あなたは将来どのような人になりたいですか。（あてはまるものすべてに○） 

将来どのような人になりたいかについては、「健康で丈夫な人」が最も多く 60.2％、次いで

「他人に迷惑をかけない人」が 57.9％、「礼儀正しく、年上の人を大切にする人」が 57.3％、

「物事の正しいこと、悪いことの判断ができる人」が 52.1％、「社会に役立つ人」が 49.5％

などとなっています。 
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【性別】 

性別でみると、「礼儀正しく、年上の人を大切にする人」や「物事の正しいこと、悪いことの

判断ができる人」で“女性”の割合が、“男性”と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.2

49.5

52.4

46.9

17.5

28.1

33.4

21.5

45.3

29.6

22.3

20.6

4.6

11.3

59.8

67.5

65.1

53.5

11.7

37.4

30.3

22.8

61.0

34.3

23.2

22.8

3.0

6.7

0 20 40 60 80

健康で丈夫な人

礼儀正しく、年上の人を大切にする人

他人に迷惑をかけない人

社会に役立つ人

社会的な名声や地位を得た人

他人の立場を理解し、尊重できる人

自分で新しい道を切り開く人

地域のために貢献できる人

物事の正しいこと、悪いことの判断ができる人

自己の主張や個性をはっきりとだす人

経済的に自立した人

国際社会で活躍する人

その他

わからない

（％）

男性(n=548)

女性(n=505)
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1,069

ずっと住み続けたい

できれば住み
続けたい

一度外に出て、また
成田市に戻りたい

どちらともいえない
（わからない）

できれば住み
続けたくない

住み続けたくない

無回答

13.6 

26.4 

18.7 

32.1 

2.6 

5.7 

0.9 

0 10 20 30 40 %n=

問 28 あなたは、将来も成田市に住み続けたいと思いますか。（１つだけ○） 

将来も成田市に住み続けたいと思うかについては、「どちらともいえない（わからない）」が

最も多く 32.1％、次いで「できれば住み続けたい」が 26.4％、「一度外に出て、また成田市

に戻りたい」が 18.7％、「ずっと住み続けたい」が 13.6％などとなっています。 
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ｎ= 3,027

父親

7.7%

母親

88.7%

祖父

0.0%

祖母

0.6%

その他

0.5%
無回答

2.4%

ｎ= 3,027

小学４年生

36.1%

小学６年生

33.6%

中学２年生

27.6%

無回答

2.6%

第４章 保護者調査の結果               

１．あなたについて  

問１ お子さんとあなたとの続柄を教えてください。（１つだけ○） 

回答者のお子さんとの続柄については、「母親」が 88.7％、「父親」が 7.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２  あなたのお子さんの学年は、次のうちどれですか。（１つだけ○） 

 回答者のお子さんの学年については、「小学校４年生」が 36.1％、「小学校６年生」が 33.6％、

「中学校２年生」が 27.6％となっています。 
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ｎ= 3,027

20歳代

0.7%

30歳代

35.2%

40歳代

55.3%

50歳代

5.2%

60歳以上

1.1%

無回答

2.5%

問３  あなたがお住まいの地区はどちらですか。（１つだけ○） 

 居住地区については、「成田地区」が 26.9％と最も多く、次いで「ニュータウン地区」が

25.7％、「公津地区」が 17.1％、「遠山地区」が 9.3％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたの年齢について当てはまるものを選んでください。（１つだけ○） 

 年齢については、「40 歳代」が 55.3％と最も多く、次いで「30 歳代」が 35.2％、「50

歳代」が 5.2％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,027

成田地区

公津地区

八生地区

中郷地区

久住地区

豊住地区

遠山地区

ニュータウン地区

下総地区

大栄地区

無回答

26.9

17.1

2.0

0.7

3.3

0.9

9.3

25.7

3.9

7.1

3.2

0 10 20 30 40 %　　　n=
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問５ ご家庭で、お子さんの教育に積極的に関わっていらっしゃる方はどなたですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

 お子さんの教育に積極的に関わっていらっしゃる方については、「母親」が最も多く 90.7％、

次いで「父親」が 45.6％、「祖母」が 8.0％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．お子さんへの接し方について  

問６ お子さんの普段の様子について、次のことはどれくらいあてはまりますか。（それぞ

れに１つずつ○） 

 お子さんの普段の様子については、「あてはまる」では“仲のよい友達がいる”で６割半ば、

“学校に行くことを楽しみにしている”で５割近くとなっています。一方、「どちらかといえば、

あてはまらない」では“外出していることが多い”で４割近く、「あてはまらない」では“よく

本を読んでいる”で１割半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,027

父親

母親

祖父

祖母

その他

無回答

45.6

90.7

4.1

8.0

1.6

2.6

0 20 40 60 80 100 %
　　　n=

%

６）家で過ごすことが多い

７）外出していることが多い

n=3,027

１）よく本を読んでいる

２）親が言わなくても、自分から勉強している

３）学校に行くことを楽しみにしている

４）学校の先生を信頼している

５）仲のよい友達がいる

21.9 

18.6 

47.9 

36.1 

65.8 

18.2 

10.5 

2.6

2.2

2.3

2.6

2.2

2.4

2.5

28.9

34.1

39.0

45.9

26.1

38.0

35.7

30.5

31.4

8.2

12.4

4.6

32.9

38.9

16.1

13.7

2.6

3.0

1.3

8.5

12.3

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる あてはまらない

無回答



 

-52- 

問７ あなたのご家庭では、お子さんに対して、次のことをしていますか。（それぞれに１

つずつ○） 

 お子さんに対して行っていることについては、「あてはまる」では“毎日朝食を食べさせてい

る”で８割を超え、“平日、夕食を一緒に食べている”と“決まった時刻に起きる（起こす）よ

うにしている”で７割を超えています。一方、「どちらかといえば、あてはまらない」では“普

段、子どもの勉強をみている”で３割を超え、「あてはまらない」では“携帯電話やスマートフ

ォンの使用についてルールや約束をつくっている”“テレビゲーム（コンピュータゲーム・携帯

式のゲームを含む）で遊ぶ時間を限定している”“普段、子どもの勉強をみている”で１割を超

えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

%

12）子どもの話をよく聞くようにしている

13）社会的しつけを厳しく教えている

n=3,027

１）決まった時刻に起きる（起こす）ようにしている

２）決まった時刻に寝かせるようにしている

11）子どもとなるべくふれ合うようにしている

７）子どものプライバシーを尊重している（過度
に干渉しないようにしている）

８）テレビゲーム（コンピュータゲーム・携帯式
のゲームを含む）で遊ぶ時間を限定している

９）携帯電話やスマートフォンの使用について
ルールや約束をつくっている

10）普段、子どもの勉強をみている

３）毎日朝食を食べさせている

４）平日、夕食を一緒に食べている

５）家の掃除などの家事を手伝わせている

６）自分でできることは自分でさせている

70.6

42.6

83.9

71.0

27.3

47.3

20.1

26.9

40.9

15.6

40.2

42.4

37.0

23.9

39.3

9.9

17.6

36.8

42.0

59.2

33.5

26.1

39.6

50.4

49.9

52.9

2.1

13.2

2.5

6.5

26.7

6.7

16.7

25.2

8.0

31.3

6.2

5.1

7.0

2.5

6.5

1.3

11.4

13.9

10.6

11.0

0.8

0.2

0.6

1.0

2.4

1.1

0.9

2.4

2.4

2.5

2.8

3.1

2.7

3.0

2.6

2.5

2.6

2.4

2.4

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない

無回答
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ｎ= 3,027

日常的に悩みを

抱えている

12.5%

時々悩むことがある

64.3%

悩むことはほとんど

ない

20.3%

その他

0.4%
無回答

2.6%

問８ お子さんの教育に関して、困ったり悩むことはありますか。（１つだけ○） 

 お子さんの教育に関して、困ったり悩むことはあるかについては、「時々悩むことがある」が

最も多く 64.3％、次いで「悩むことはほとんどない」が 20.3％、「日常的に悩みを抱えてい

る」が 12.5％などとなっています。 
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問９ お子さんの教育に関して困ったり、悩んだりした時には誰に相談することが多いで

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 お子さんの教育に関して困ったり、悩んだりした時には誰に相談することが多いかについて

は、「夫または妻など」が最も多く 69.0％、次いで「友人・知人」が 46.0％、「子どもの同級

生の保護者」が 40.8％、「あなたの両親」が 33.1％などとなっています。 

 

3,027

夫または妻など

あなたの両親

子どもの同級生の保護者

友人・知人

クラス担任

養護教諭

学校医

学校のカウンセラー

かかりつけの医師

各種相談窓口

その他

自分で解決する

無回答

69.0

33.1

40.8

46.0

19.6

0.7

0.2

1.1

2.1

0.9

4.4

16.7

2.4

0 20 40 60 80
%　　　n=
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３．学校教育について  

問 10 成田市の学校教育（小・中学校）では、今後どのような点に力を入れていくことが

望ましいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

成田市の学校教育（小・中学校）では、今後どのような点に力を入れていくことが望ましい

と思うかについては、「英語教育や国際理解等を重視した教育」が最も多く 62.6％、次いで「心

を育む教育や道徳教育」が 59.4％、「いじめの防止に向けた取組みの強化」が 55.5％、「スポ

ーツ・芸術文化活動の重視」が 25.6％、「自然環境を生かした教育・環境教育」が 25.5％な

どとなっています。 

 

3,027

自然環境を生かした教育・環境教育

市の歴史・文化・風土を重視した教育

英語教育や国際理解等を重視した教育

ICT（情報通信技術）を活用した教育

心を育む教育や道徳教育

障がいのある児童生徒への支援の充実

スポーツ・芸術文化活動の重視

望ましい職業観や勤労観を育む教育

学校間（幼・保・小・中・高校間）の交流

いじめの防止に向けた取組みの強化

小学校と中学校の連携教育の推進

地域の多様な人材の積極的な活用

学校施設の地域開放の推進

学校と家庭、地域社会の連携の強化

地球的課題の理解を進めるグローバル教育

その他

特にない

無回答

25.5

16.8

62.6

25.1

59.4

20.0

25.6

23.9

12.8

55.5

18.9

15.5

8.3

22.3

13.4

1.8

1.8

1.9

0 20 40 60 80 %　　　n=
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【学校別】 

学校別でみても、上位に大きな違いはみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.3

19.2

65.3

24.3

60.8

21.8

27.1

22.2

13.9

58.4

20.0

16.0

10.0

23.1

13.4

1.8

1.8

18.3

12.7

60.2

28.8

60.6

16.6

23.3

30.1

11.2

51.2

17.9

15.4

4.8

22.3

14.1

2.0

1.8

0 20 40 60 80

自然環境を生かした教育・環境教育

市の歴史・文化・風土を重視した教育

英語教育や国際理解等を重視した教育

ICT（情報通信技術）を活用した教育

心を育む教育や道徳教育

障がいのある児童生徒への支援の充実

スポーツ・芸術文化活動の重視

望ましい職業観や勤労観を育む教育

学校間（幼・保・小・中・高校間）の交流

いじめの防止に向けた取組みの強化

小学校と中学校の連携教育の推進

地域の多様な人材の積極的な活用

学校施設の地域開放の推進

学校と家庭、地域社会の連携の強化

地球的課題の理解を進めるグローバル教育

その他

特にない

（％）

小学生保護者(n=2,078)

中学生保護者(n=820)
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問 11 成田市では、国際空港が立地しているという地域特性を生かして、英語教育の推 

進に努めておりますが、どのような点に力を入れていくことが望ましいと思います

か(１つだけ○） 

成田市が英語教育の推進にあたり、どのような点に力を入れていくことが望ましいかについ

ては、「英語によるコミュニケーション能力を育成すること」が最も多く 69.0％、次いで「異

文化を理解し、国際理解教育を進めること」が 12.6％などとなっています。 

ｎ= 3,027

その他
0.8%

英語によるコ
ミュニケーショ
ン能力を育成

すること
69.0%

異文化を理解
し、国際理解
教育を進める

こと
12.6%

英語検定や受
験に役立つ英
語教育を進め

ること
8.2%

英語教育よりも
国語力の向上
や我が国の文
化の理解を育
む教育を進め

ること
6.9%

無回答
2.4%

 

 

 

【学校別】 

学校別でみても、大きな違いはみられませんが、「英語検定や受験に役立つ英語教育を進める

こと」では“中学生保護者”が１割を超え“小学生保護者”と比べてやや高い割合となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

小学生保護者 (2,064)

中学生保護者 (818)

%

71.2

69.9

13.6

11.4

7.4

10.3

7.0

7.7 0.7

0.8

0 20 40 60 80 100

英語によるコミュニケー
ション能力を育成するこ
と

英語検定や受験に役立
つ英語教育を進めること

異文化を理解し、国際理
解教育を進めること

英語教育よりも国語力の向
上や我が国の文化の理解を
育む教育を進めること

その他
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問 12 お子さんが通っている学校の取組みなどについて、当てはまるものを選んでくだ 

さい。（それぞれに１つずつ○） 

子どもが通っている学校の取組みなどについては、“１）学校のホームページ、学校だよりや

学級だよりは役に立っている”では「あてはまる」が３割半ばとなっています。一方、“学校は、

家での学習の仕方を教えてくれる”では「あてはまらない」が１割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

%

n=3,027

１）学校のホームページ、学校だよりや学級だより
は役に立っている

２）学校は、子どもの学力の状況についてよく説明
してくれる

３）学校は、家での学習の仕方を教えてくれる

４）学校は、保護者や地域の要望に適切に対応し
てくれる

５）学校の先生に相談したり、要望を伝えたりしや
すい

36.8 

11.0 

6.1 

11.3 

16.9 

49.4

47.3

36.2

60.1

47.2

9.8

33.3

44.3

22.0

26.8

1.3

1.6

1.9

2.0

1.6

2.8

6.8

11.5

4.5

7.6

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない

無回答
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問 13 お子さんの学校の先生に、教科の授業以外で特に期待することは何ですか。（３つ

まで○） 

お子さんの学校の先生に、教科の授業以外で特に期待することについては、「他人への思いや

りの心や生命の大切さについて教えること」が最も多く 75.9％、次いで「礼儀やルール、マ

ナーについて教えること」が 62.4％、「休み時間や放課後に遊んだり、相談に乗ったりして、

一緒に過ごすこと」が 33.4％「健康や安全について指導すること」が 19.2％などとなってい

ます。 

3,027

礼儀やルール、マナーについて教えること

他人への思いやりの心や生命の大切さにつ
いて教えること

健康や安全について指導すること

望ましい職業観・勤労観について指導すること

進路指導をすること

休み時間や放課後に遊んだり、相談に乗っ
たりして、一緒に過ごすこと

放課後などに補習をすること

部活動の指導をすること

生徒会、委員会や学校行事に関する指導を
すること

体験活動やボランティア活動に関する指導を
すること

保護者と連絡したり、ＰＴＡ活動や地域の活
動に参加すること

その他

特にない

無回答

62.4

75.9

19.2

10.8

11.9

33.4

11.1

10.3

2.1

9.6

8.0

1.8

2.2

1.5

0 20 40 60 80 %
　　　n=
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【学校別】 

学校別でみても、「他人への思いやりの心や生命の大切さについて教えること」「礼儀やルー

ル、マナーについて教えること」が上位で、特に“小学生保護者”で高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.6

80.9

22.0

8.9

3.9

41.7

8.2

7.1

2.4

10.0

8.7

1.8

2.2

23.1

13.4

1.8

1.8

58.1

67.8

12.8

16.6

32.8

13.9

19.2

18.9

1.6

9.3

6.4

1.9

2.5

22.3

14.1

2.0

1.8

0 20 40 60 80 100

礼儀やルール、マナーについて教えること

他人への思いやりの心や生命
の大切さについて教えること

健康や安全について指導すること

望ましい職業観・勤労観について指導すること

進路指導をすること

休み時間や放課後に遊んだり、相談
に乗ったりして、一緒に過ごすこと

放課後などに補習をすること

部活動の指導をすること

生徒会、委員会や学校行事
に関する指導をすること

体験活動やボランティア活動
に関する指導をすること

保護者と連絡したり、ＰＴＡ活動
や地域の活動に参加すること

その他

特にない

学校と家庭、地域社会の連携の強化

地球的課題の理解を進めるグローバル教育

その他

特にない

（％）

小学生保護者(n=2,088)

中学生保護者(n=825)
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ｎ= 3,027

そう思う

23.0%

どちらかといえば、

そう思う

56.7%

どちらかといえば、

そう思わない

14.5%

そう思わない

4.1%

無回答

1.7%

問 14 お子さんの学校の先生は、期待に応えてくれていると思いますか。（１つだけ○） 

お子さんの学校の先生は、期待に応えてくれているかについては、「どちらかといえば、そう

思う」が最も多く 56.7％、次いで「そう思う」が 23.0％、「どちらかといえば、そう思わな

い」が 14.5％、「そう思わない」が 4.1％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校別】 

学校別でみると、「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」とした“小学生保護者”は８

割を超え、“中学生保護者”に比べてやや高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

小学生保護者 (2,082)

中学生保護者 (823)

%

26.0

16.5

56.1

61.7

13.5

17.9

4.4

3.9

0 20 40 60 80 100

そう思う

どちらかといえば、そう思わない

どちらかといえば、そう思う

そう思わない
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問 15 成田市では、中学校区を１つの単位として、義務教育 9 年間において教育の質的 

な向上を目的として、小中連携教育を推進しています。この取り組みについてどの

ようにお考えですか。（１つだけ○） 

小中連携教育の取り組みについては、「小学校から中学校への学習や環境へのスムーズな移行

に期待が持てる」が最も多く 41.5％、次いで「小中学校の異学年の交流が増加することで、

コミュニケーション能力の向上や、中学生の自尊感情の向上などが期待できる」が 21.5％、「小

中学校の教職員が、それぞれの指導内容や指導法についての交流を図ることにより、授業の改

善や教職員の指導力向上が期待できる」が 19.1％、「小中学校共通の目指す児童生徒像を設定

することで、学力向上などの教育効果が期待できる」が 8.0％などとなっています。 

3,027

小学校から中学校への学習や環境へのスムーズな移行に期待が持てる

小中学校共通の目指す児童生徒像を設定することで、学力向上などの教
育効果が期待できる

小中学校の異学年の交流が増加することで、コミュニケーション能力の向
上や、中学生の自尊感情の向上などが期待できる

小中学校の教職員が、それぞれの指導内容や指導法についての交流を
図ることにより、授業の改善や教職員の指導力向上が期待できる

その他

不明

41.5

8.0

21.5

19.1

6.3

3.6

0 20 40 60 %
　　　n=

 

 

 

【学校別】 

学校別でみても、大きな違いはみられませんが、“小学生保護者”“中学生保護者”それぞれ

に応じた期待があることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.5

8.0

21.2

18.6

6.7

37.4

8.4

25.0

22.5

6.7

0 20 40 60

小学校から中学校への学習や環境
へのスムーズな移行に期待が持てる

小中学校共通の目指す児童生徒像を設定する
ことで、学力向上などの教育効果が期待できる

小中学校の異学年の交流が増加することで、
コミュニケーション能力の向上や、中学生の

自尊感情の向上などが期待できる

小中学校の教職員が、それぞれの指導内容や
指導法についての交流を図ることにより、授業
の改善や教職員の指導力向上が期待できる

その他

（％）

小学生保護者(n=2,044)

中学生保護者(n=805)
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問 16 ICT（情報通信技術）を活用した教育に関して、期待することは何ですか。（１つだ

け○） 

ICT（情報通信技術）を活用した教育に関して期待することについては、「パソコンや電子黒

板等を活用して、教科の学習効果を向上させる」が最も多く 34.3％、次いで「インターネッ

ト等で得られる情報利活用能力を育成する」が 33.5％、「タブレット等の最新の情報機器の操

作や活用技術を習得する」が 25.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校別】 

学校別でみても、大きな違いはみられません。 

 

 

 

 

 

ｎ= 3,027

インターネット等で

得られる情報利活

用能力を育成する

33.5%

パソコンや電子黒

板等を活用して、

教科の学習効果を

向上させる

34.3%

タブレット等の最新

の情報機器の操

作や活用技術を習

得する

25.3%

その他

3.6%
無回答

3.3%

n

小学生保護者 (2,051)

中学生保護者 (810)

%

34.7

33.8

34.9

36.8

26.5

25.9

3.9

3.5

0 20 40 60 80 100

インターネット等で得られる情
報利活用能力を育成する

タブレット等の最新の情報機器の
操作や活用技術を習得する

パソコンや電子黒板等を活用し
て、教科の学習効果を向上させる

その他
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ｎ= 3,027

学校での普段どおりの

授業があるとよい

43.0%

学校での自由参加の課外

授業があるとよい

17.7%

地域の人が教える体験

学習などがあるとよい

10.2%

今のまま学校は

休みでよい

24.9%

その他

2.1%
無回答

2.0%

４．土曜日の過ごし方について  

問 17 法令改正により、設置者の主体的な判断で、土曜日の授業や学習が行いやすくなり

ましたが、どんなことができたらいいと思いますか。（１つだけ○） 

土曜日の授業や学習でどのようなことができたら良いかについては、「学校での普段どおりの

授業があるとよい」が最も多く 43.0％、次いで「今のまま学校は休みでよい」が 24.9％、「学

校での自由参加の課外授業があるとよい」が 17.7％、「地域の人が教える体験学習などがある

とよい」が 10.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 土曜日にも振替休日のない通常の授業を行った方がいいと思いますか。（１つだけ

○） 

土曜日にも振替休日のない通常の授業を行った方がいいかについては、「行った方がよい」が

56.6％、「行わない方がよい」が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ= 3,027

行った方が
よい
56.6%

行わない方
がよい
40.9%

無回答
2.6%
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【地区別】 

地区別でみても、ほとんどの地区で「行った方がよい」が過半数を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校別】 

学校別でみても、大きな違いはみられませんが、「行った方がよい」とした“中学生保護者”

が“小学生保護者”に比べて、やや高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

小学生保護者 (2,072)

中学生保護者 (824)

%

57.7

60.0

42.3

40.0

0 20 40 60 80 100

行った方がよい 行わない方がよい

n

成田地区 (797)

公津地区 (512)

八生地区 (58)

中郷地区 (20)

久住地区 (100)

豊住地区 (25)

遠山地区 (276)

ニュータウン地区 (768)

下総地区 (113)

大栄地区 (213)

%

58.7

55.7

44.8

50.0

68.0

56.0

62.3

58.5

58.4

57.7

41.3

44.3

55.2

50.0

32.0

44.0

37.7

41.5

41.6

42.3

0 20 40 60 80 100

行った方がよい 行わない方がよい
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問 19 問 18 で「１」と回答した方に、その理由をお尋ねします。（あてはまるものすべて

に○） 

土曜日にも振替休日のない通常の授業を行った方がよい理由については、「学力や体力が向上

するから」が最も多く 73.2％、次いで「子どもたちの学校生活に余裕が生まれるから」が

42.6％、「友だちとのコミュニケーションが充実するから」が 20.9％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 問 18 で「2」と回答した方に、その理由をお尋ねします。（あてはまるものすべて

に○） 

土曜日に振替休日のない通常の授業を行わない方がいい理由については、「家族のふれあいの

時間が減るから」が最も多く 56.1％、次いで「子どもの負担が増えるから」が 37.1％、「週

末のスポーツ活動への参加時間が減る、またはできなくなるから」が 32.4％などとなってい

ます。 

 

 
1,237

子どもの負担が増えるから

教職員の負担が増えるから

家族のふれあいの時間が減るから

週末のスポーツ活動への参加時間が減
る、またはできなくなるから

学習塾や習い事への参加時間が減る、
またはできなくなるから

その他

無回答

37.1 

21.1 

56.1 

32.4 

20.0 

4.4 

3.0 

0 20 40 60 80 100 %n=

1,712

学力や体力が向上するから

友だちとのコミュニケーションが充実す
るから

子どもたちの学校生活に余裕が生まれ
るから

家庭の負担が減るから

その他

無回答

73.2 

20.9 

42.6 

9.2 

3.4 

0.5 

0 20 40 60 80 100 %n=
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５．教育全般について  

問 21 あなたは、次のことについて、どのように考えていますか。（それぞれに１つず

つ○） 

教育についての考え方については、「あてはまる」と「どちらかといえば、あてはまる」を合

わせた『あてはまる』で、“学校生活が楽しければ、よい成績をとることにこだわらない”で５

割を超え、“子どもの将来を考えると、学習塾や習い事に通わせないと心配である”と“子ども

にはできるだけ高い学歴を身につけさせたい”で６割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校別】 

１）学校生活が楽しければ、よい成績をとることにはこだわらない 

学校別でみると、「あてはまる」「どちらかといえば、あてはまる」とした“小学生保護者”

が過半数を超え、“中学生保護者”に比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

%

n=3,027

１）学校生活が楽しければ、よい成績をとることに
はこだわらない

２）子どもの将来を考えると、学習塾や習い事に通
わせないと心配である

３）子どもにはできるだけ高い学歴を身につけさせ
たい

12.5 

20.7 

16.7 

39.5

43.2

43.7

34.3

23.9

28.0

11.5

10.1

9.2

2.1

2.1

2.4

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる あてはまらない

無回答

n

小学生保護者 (2,091)

中学生保護者 (820)

%

14.0

9.1

41.7

37.3

34.2

37.4

10.1

16.1

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない
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２）子どもの将来を考えると、学習塾や習い事に通わせないと心配である 

学校別でみると、「あてはまる」「どちらかといえば、あてはまる」とした“中学生保護者”

が７割と、“小学生保護者”に比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）子どもにはできるだけ高い学歴を身につけさせたい 

学校別でみても、“小学生保護者”と“中学生保護者”の大きな違いはみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

小学生保護者 (2,091)

中学生保護者 (821)

%

19.6

25.2

43.7

44.8

26.1

20.6

10.6

9.4

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない

n

小学生保護者 (2,081)

中学生保護者 (821)

%

17.1

17.2

44.5

45.7

28.5

29.1

9.9

8.0

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない
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問 22 お子さん１人について、学校以外の教育にかける１か月あたりの平均の支出はど

のくらいですか。（１つだけ○） 

お子さん１人について、学校以外の教育にかける１か月あたりの平均の支出については、「５

千円以上～１万円未満」が最も多く 22.7％、次いで「１万円以上～１万５千円未満」が 16.7％、

「5 千円未満」が 14.5％などとなっています。 

 

3,027

支出はまったくない

５千円未満

５千円以上～１万円未満

１万円以上～１万５千円未満

１万５千円以上～２万円未満

２万円以上～２万５千円未満

２万５千円以上～３万円未満

３万円以上～５万円未満

５万円以上

無回答

11.4

14.5

22.7

16.7

12.0

7.9

5.5

5.7

1.3

2.2

0 10 20 30 %
　　　n=
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問 23 あなたは、次のことについて、学校、家庭、地域のどこが中心となるべきだと考

えていますか。（それぞれに１つずつ○） 

学校、家庭、地域のどこが中心となるべきかについては、“６）集団生活で必要な能力を身に

付けさせる”では「学校」が中心となるべきだと考えている方が９割半ばと割合が高くなって

います。一方、“１）社会性、しつけやマナー等を教える”では「家庭」で８割半ばと割合が高

くなっています。また、“５）地域の伝統や文化を伝える”では「地域」が７割半ばとなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 あなたは、学校の活動に対して、どの程度、関わる意向を持っていますか。（１つ

だけ○） 

学校の活動に対して、どの程度、関わる意向を持っているかについては、「授業参観や運動会

などの学校行事に時折参加する」が最も多く 43.7％、次いで「ＰＴＡ活動や学校行事等に積

極的に参加する」が 42.4％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

%

６）集団生活で必要な能力を身に付けさせる

７）登下校中や放課後の子どもの安全の確保

n=3,027

１）社会性、しつけやマナー等を教える

２）子どもの非行防止に取り組む

３）子どもの悩みや相談事に対応する

４）自然体験や社会体験の場を提供する

５）地域の伝統や文化を伝える

11.4 

26.8 

24.8 

48.9 

20.6 

95.0 

23.8 

85.6

55.5

71.4

6.2

2.7

2.2

16.5

1.3 

15.4 

1.7 

42.9 

74.5 

0.9 

57.6 

1.8

2.2

2.2

2.0

2.1

1.9

2.0

0 20 40 60 80 100

学校 地域家庭 無回答

3,027

学校の運営に参加するなど、学校と一
体となって教育活動に参加する

ＰＴＡ活動や学校行事等に積極的に参
加する

授業参観や運動会などの学校行事に
時折参加する

ボランティアでの学校支援に参加する

あまり関わる意向はない

無回答

4.0 

42.4 

43.7 

3.0 

5.9 

1.0 

0 20 40 60 %n=
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【学校別】 

学校別でみると、「ＰＴＡ活動や学校行事等に積極的に参加する」では“小学生保護者”が４

割半ばと“中学生保護者”に比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 あなたは、地域社会における教育に、どの程度、関わる意向を持っていますか。（１

つだけ○） 

地域社会における教育に、どの程度、関わる意向を持っているかについては、「積極的ではな

いが、最低限のことはしたい」が最も多く 47.3％、次いで「機会があれば参加したい」が 40.6％

などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,027

自ら進んで積極的に関わりたい

機会があれば参加したい

積極的ではないが、最低限のことはし
たい

あまり関わる意向はない

その他

わからない

無回答

2.8 

40.6 

47.3 

5.4 

0.3 

2.4 

1.2 

0 20 40 60 %n=

4.4

46.1

41.7

2.8

5.0

2.4

36.0

50.2

3.5

7.9

0 20 40 60

学校の運営に参加するなど、学校と
一体となって教育活動に参加する

ＰＴＡ活動や学校行事等に積極的に参加する

授業参観や運動会などの
学校行事に時折参加する

ボランティアでの学校支援に参加する

あまり関わる意向はない

（％）

小学生保護者(n=2,102)

中学生保護者(n=825)
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問 26 あなたのお子さんにはどのような人間になってもらいたいですか。（あてはまるも

のすべてに○） 

お子さんにどのような人間になってもらいたいかについては、「物事の正しいこと、悪いこと

の判断ができる人」が最も多く 83.5％、次いで「健康で丈夫な人」が 80.7％、「他人に迷惑

をかけない人」が 78.1％などとなっています。 

3,027

健康で丈夫な人

礼儀正しく、年上の人を大切にする人

他人に迷惑をかけない人

社会に役立つ人

社会的な名声や地位を得た人

他人の立場を理解し、尊重できる人

自分で新しい道を切り開く人

地域のために貢献できる人

物事の正しいこと、悪いことの判断ができる
人

自己の主張や個性をはっきりとだす人

経済的に自立した人

国際社会で活躍する人

その他

わからない

無回答

80.7

68.1

78.1

28.2

2.3

65.4

36.0

14.7

83.5

24.6

40.7

13.0

1.4

0.3

0.8

0 20 40 60 80 100 %
　　　n=
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ｎ= 831

男性

36.7%
女性

61.3%

無回答

2.0%

ｎ= 831

20歳代

25.2%

30歳代

17.9%

40歳代

20.3%

50歳代

32.7%

60歳以上

1.7%

無回答

2.2%

第５章 教職員調査の結果             

１．あなた自身について  

問 1 あなたの性別はどちらですか。（１つだけ○） 

 性別については、「男性」が 36.7％、「女性」が 61.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 あなたの年齢についてあてはまるものを選んでください。（１つだけ○） 

 年齢については、「20 歳代」が 25.2％、「30 歳代」が 17.9％、「40 歳代」が 20.3％、 

「50 歳代」が 32.7％、「60 歳代」が 1.7％となっています。 
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ｎ= 831 校長

3.9% 副校長・教頭

4.3%

それ以外の

教職員

89.3%

無回答

2.5%

ｎ= 831

小学校

68.1%

中学校

29.6%

無回答

2.3%

問 3 あなたの職名は何ですか。（１つだけ○） 

 職名については「校長」が 3.9％、「副校長・教頭」が 4.3％、「それ以外の教職員」が 89.3％

となっています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 あなたの勤務先はどちらですか。（１つだけ○） 

 勤務先については、「小学校」が 68.1％、「中学校」が 29.6％となっています。 
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ｎ= 831

４年以下

25.6%

５～９年

18.1%

10～19年

12.0%

20～29年

19.5%

30年以上

20.6%

無回答

4.2%

831

担当していない

教務主任

生活・生徒指導主事

進路指導主事

保健主事

研究主任

事務主任

学年主任

その他の主任

無回答

45.2 

4.1 

2.6 

1.0 

3.5 

2.6 

3.2 

11.8 

19.5 

6.4 

0 20 40 60 %n=

問 5 あなたの教職員経験年数は何年ですか。（１つだけ○） 

 教職員経験年数については、「4 年以下」が 25.6％、「5～9 年」が 18.1％、「10～19 年」

が 12.0％、「20～29 年」が 19.5％、「30 年以上」が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6 主任を担当していますか。（１つだけ○） 

 主任を担当しているかについては、「担当していない」が 45.2％、「その他の主任」が 19.5％、

「学年主任」が 11.8％などとなっています。 
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ｎ= 831

つねに忙しい

56.9%

時期によって

忙しい

35.4%

あまり忙しく

ない

4.0%

忙しくない

0.8%
無回答

2.9%

問 7 ご自身の職務について、どれくらい忙しいと感じていますか。（１つだけ○） 

 職務について、どれくらい忙しいと感じているかについては、「つねに忙しい」が最も多く

56.9％、次いで「時期によって忙しい」が 35.4％、「あまり忙しくない」が 4.0％、「忙しく

ない」が 0.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【勤務先別】 

 勤務先別でみても、“小学校職員”、“中学校職員”で大きな違いはみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

小学校職員 (560)

中学校職員 (243)

%

58.0

60.1

36.4

36.2

4.6

2.9 0.8

0.9

0 20 40 60 80 100

つねに忙しい

あまり忙しくない

時期によって忙しい

忙しくない
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問 8 仕事をするうえで、あなたが特に大変だと感じるのはどのような業務ですか。 

（３つまで○） 

 特に大変だと感じることについては、「授業、授業準備、学習指導」が最も多く 40.3％、次

いで「生徒指導」が 32.3％、「事務・報告書作成」が 31.4％、「成績処理」27.8％、「保護者・

ＰＴＡ対応」が 23.7％などとなっています。 

831

授業、授業準備、学習指導

成績処理

生徒指導

部活動・クラブ活動

児童・生徒会指導

学校行事

学年・学級経営

学校経営

会議・打ち合わせ

事務・報告書作成

研修

保護者・ＰＴＡ対応

地域・行政・関係団体対応

その他

無回答

40.3

27.8

32.3

12.3

2.2

16.6

15.3

8.1

15.0

31.4

15.2

23.7

5.1

5.5

4.7

0 20 40 60 %
　　　n=
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【勤務先別】 

勤務先別でみると、「生徒指導」「部活動・クラブ活動」で“中学校職員”の割合が高く、「学

校行事」で“小学校職員”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.6

32.2

29.4

7.1

1.8

20.3

15.4

9.1

16.3

33.8

18.1

26.9

5.5

4.6

41.7

22.3

44.2

26.0

3.3

11.2

17.4

7.0

14.0

31.0

9.9

20.7

5.0

8.7

0 20 40 60

授業、授業準備、学習指導

成績処理

生徒指導

部活動・クラブ活動

児童・生徒会指導

学校行事

学年・学級経営

学校経営

会議・打ち合わせ

事務・報告書作成

研修

保護者・ＰＴＡ対応

地域・行政・関係団体対応

その他

（％）

小学校職員(n=547)

中学校職員(n=242)
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【経験年数別】 

経験年数別でみると、「授業、授業準備、学習指導」では“４年以下”が５割を超え他の経験

年数と比べると高い割合となっています。また、「事務・報告書作成」では経験年数が高くなる

につれて割合が高くなる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.2

33.0

34.0

15.8

2.4

18.2

20.6

2.9

7.7

23.9

11.5

16.7

0.5

4.8

39.2

28.7

36.4

14.0

3.5

23.8

16.8

4.2

18.2

24.5

22.4

24.5

0.7

4.9

46.3

35.8

32.6

15.8

2.1

15.8

12.6

4.2

21.1

38.9

15.8

22.1

2.1

5.3

36.3

25.0

31.9

13.1

1.9

13.8

15.6

11.9

22.5

40.0

16.9

31.9

7.5

8.1

37.6

26.5

34.7

7.1

1.8

14.7

12.4

18.2

15.9

42.4

15.3

30.6

14.1

5.3

0 20 40 60

授業、授業準備、学習指導

成績処理

生徒指導

部活動・クラブ活動

児童・生徒会指導

学校行事

学年・学級経営

学校経営

会議・打ち合わせ

事務・報告書作成

研修

保護者・ＰＴＡ対応

地域・行政・関係団体対応

その他

（％）

４年以下（n=209）

５～９年（n=143）

10～19年（n=95）

20～29年（n=160）

30年以上（n=170）
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２．学習指導などの状況について  

問 9 あなたは、普段の教育や指導のなかで、どのようなことに力を入れて取り組んでい

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

 普段の教育や指導のなかで、どのようなことに力を入れて取り組んでいるかについては、「規

範意識や他人を思いやる心、道徳心を育てる」が最も多く 73.2％、次いで「学習意欲を高め

る」が 70.5％、「他人とのコミュニケーション能力を高める」が 68.0％、「教科の学力をのば

す」が 67.4％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科の学力をのばす

学習意欲を高める

他人とのコミュニケーション能力を高める

規範意識や他人を思いやる心、道徳心を育てる

将来の進路や職業を考えさせる

体力やスポーツの能力を向上させる

健康や食について教える

コンピュータを活用する能力を育てる

その他

無回答

67.4

70.5

68.0

73.2

22.0

28.0

24.8

7.5

2.8

7.1

0 20 40 60 80 100 %
　　　n=831
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【勤務先別】 

勤務先別でみると、上位にわずかな違いがみられ、“中学校職員”では、「教科の学力をのば

す」「学習意欲を高める」の割合が高く、“小学校職員”では、「規範意識や他人を思いやる心、

道徳心を育てる」が高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.9

76.2

75.5

82.4

15.5

33.3

28.5

9.2

2.6

73.6

74.9

68.1

70.2

42.1

22.1

22.6

5.1

3.8

0 20 40 60 80 100

教科の学力をのばす

学習意欲を高める

他人とのコミュニケーション能力を高める

規範意識や他人を思いやる心、道徳心を育てる

将来の進路や職業を考えさせる

体力やスポーツの能力を向上させる

健康や食について教える

コンピュータを活用する能力を育てる

その他

（％）

小学校職員(n=534)

中学校職員(n=235)
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問 10 普段の学習指導のなかで、あなたが取り組んでいることで、あてはまるものを選ん

でください。（それぞれに１つずつ○） 

 普段の学習指導のなかで、取り組んでいることについては、“１）基礎的な知識・技能をきち

んと身につけさせる”で「あてはまる」が６割半ばと割合が高くなっています。一方「あては

まらない」では“６）コンピュータや電子黒板等を使った指導を行う”と“７）コンピュータ

を使った調べ学習を行う”で２割半ばとなっており他の項目と比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）基礎的な知識・技能をきちんと身につ
けさせる

２）子どものつまずきを発見して個に応じ
た指導を心がける

３）発展的な学習や技能を授業に取り入
れる

４）補充的な学習や技能を授業に取り入
れる

５）内容の確実な習得のための反復的
な学習を取り入れる

６）コンピュータや電子黒板等を使った指
導を行う

７）コンピュータを使った調べ学習を行う

８）グループでの学習活動や指導を取り
入れる

９）観察や実験などの活動を取り入れる

10）体験型の教育を重視して実施する

11）議論をする活動を取り入れる

12）地域の教材や学習環境を活用する

13）考えたり調べたりしたことを発表させ
る

14）学習や技能の到達目標を明確にす
る

15）自ら課題を考え解決する授業を心掛
けている

16）毎日必ず宿題を出す

%

n=831

65.3 

46.6 

13.4 

22.6 

45.7 

6.0 

7.1 

29.0 

26.1 

22.5 

9.3 

9.1 

32.7 

34.9 

21.7 

40.3 

18.4

36.0

43.2

45.4

31.6

18.9

24.1

34.1

26.7

36.5

31.0

28.0

39.4

40.4

41.8

13.2

1.1 

2.6 

25.2 

14.4 

4.9 

33.2 

28.0 

15.9 

11.8 

16.1 

33.5 

29.7 

8.9 

7.8 

17.8 

13.7 

14.4

14.1

15.8

15.5

15.8

16.2

16.1

15.8

16.6

15.9

16.4

16.1

15.4

15.4

15.8

16.7

0.7

0.7

2.5

2.0

1.9

25.6

24.7

5.3

18.8

9.0

9.9

17.0

3.6

1.4

3.0

16.0

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない

無回答
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【勤務先別】 

勤務先別でみて“小学校職員”、“中学校職員”で大きな違いがあるのは、『９）観察や実験な

どの活動を取り入れる』、『16）毎日必ず宿題を出す』で、「あてはまる」とした“小学校職員”

の割合が高くなっています。 

また、『６）コンピュータや電子黒板等を使った指導を行う』『７）コンピュータを使った調

べ学習を行う』では、「あてはまらない」とした“中学校職員”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

小学校職員 (560)

中学校職員 (243)

小学校職員 (495)

中学校職員 (216)

小学校職員 (484)

中学校職員 (213)

小学校職員 (485)

中学校職員 (214)

小学校職員 (483)

中学校職員 (214)

小学校職員 (481)

中学校職員 (212)

小学校職員 (482)

中学校職員 (212)

小学校職員 (484)

中学校職員 (213)

%

６）コンピュータや
電子黒板等を使っ
た指導を行う

５）内容の確実な習
得のための反復的
な学習を取り入れ
る

７）コンピュータを
使った調べ学習を
行う

８）グループでの学
習活動や指導を取
り入れる

１）基礎的な知識・
技能をきちんと身
につけさせる

２）子どものつまず
きを発見して個に
応じた指導を心が
ける

３）発展的な学習や
技能を授業に取り
入れる

４）補充的な学習や
技能を授業に取り
入れる

58.0

60.1

58.0

44.9

13.8

20.2

27.6

24.8

56.1

50.0

8.5

4.2

9.8

5.7

36.0

31.0

36.4

36.2

38.6

50.0

50.4

54.0

53.8

53.3

37.3

38.3

25.2

16.5

34.2

15.6

40.5

40.4

4.6

2.9

2.2

5.1

32.6

23.0

15.7

20.6

4.3

9.3

42.2

34.0

33.2

34.4

16.9

23.0

3.1

2.8

2.9

1.4

24.1

45.3

22.8

44.3

6.6

5.6

2.3

2.3

0.0

1.2

0.8

0.9

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない
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n

小学校職員 (479)

中学校職員 (211)

小学校職員 (483)

中学校職員 (213)

小学校職員 (480)

中学校職員 (212)

小学校職員 (481)

中学校職員 (213)

小学校職員 (485)

中学校職員 (215)

小学校職員 (484)

中学校職員 (216)

小学校職員 (484)

中学校職員 (213)

小学校職員 (478)

中学校職員 (211)

%

９）観察や実験など
の活動を取り入れ
る

10）体験型の教育
を重視して実施す
る

11）議論をする活
動を取り入れる

12）地域の教材や
学習環境を活用す
る

14）学習や技能の
到達目標を明確に
する

13）考えたり調べた
りしたことを発表さ
せる

15）自ら課題を考え
解決する授業を心
掛けている

16）毎日必ず宿題
を出す

38.8

14.7

29.2

21.6

12.7

7.5

12.1

8.5

41.9

32.1

39.5

44.9

24.6

28.2

65.7

9.0

38.0

17.5

47.8

32.4

38.5

34.4

39.5

20.2

45.8

47.9

47.9

48.1

51.7

45.1

16.1

15.2

11.9

19.4

16.4

25.8

39.0

41.5

36.2

32.9

8.2

15.3

10.7

5.6

19.4

24.9

7.5

37.0

11.3

48.3

6.6

20.2

9.8

16.5

12.3

38.5

4.1

4.7

4.3

1.9

10.7

38.9

1.4

1.9

0 20 40 60 80 100

あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる

あてはまらない
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３．学校教育の在り方について  

問 11 あなたやあなたの学校では次のようなことを行っていますか。（あてはまるものす

べてに○） 

 学校で行っていることについては、「学校の教育方針を保護者に伝える」が最も多く 81.9％、

次いで「日頃から子どもの学校での様子を保護者に伝える」が 79.1％、「保護者が気軽に質問

したり相談したりできるようにする」が 64.5％、「学校施設を保護者や地域に開放する」が

63.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育方針を保護者に伝える

日頃から子どもの学校での様子を保
護者に伝える

講演会などで子育てに役立つ情報を
提供する

いつでも自由に学校を見学できるよう
にする

学校施設を保護者や地域に開放する

休日や放課後に子ども向けの体験活
動やイベントを開催する

保護者が気軽に質問したり相談した
りできるようにする

学校の教育方針を保護者の代表が
参加する委員会で決める

保護者がボランティアで学校を支援
するしくみをつくる

その他

無回答

81.9

79.1

39.2

39.4

63.7

12.0

64.5

7.5

35.3

0.5

4.6

0 20 40 60 80 100
%

　　　n=831
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問 12 成田市の学校教育（小・中学校）では、今後どのような点に力を入れていくこと

が望ましいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 成田市の学校教育（小・中学校）で今後どのような点に力を入れていくことが望ましいと思

うかについては、「心を育む教育や道徳教育」が最も多く 60.9％、次いで「いじめの防止に向

けた取組みの強化」が 50.5％、「小学校と中学校の連携教育の推進」が 42.6％、「英語教育や

国際理解等を重視した教育」が 40.4％、「地域の多様な人材の積極的な活用」36.5％などと

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境を生かした教育・環境教育

市の歴史・文化・風土を重視した教育

英語教育や国際理解等を重視した教育

ICT（情報通信技術）を活用した教育

心を育む教育や道徳教育

障がいのある児童生徒への支援の充実

スポーツ・芸術文化活動の重視

望ましい職業観や勤労観を育む教育

学校間（幼・保・小・中・高校間）の交流

いじめの防止に向けた取組みの強化

小学校と中学校の連携教育の推進

地域の多様な人材の積極的な活用

学校施設の地域開放の推進

学校と家庭、地域社会の連携の強化

地球的課題の理解を進めるグローバル教育

その他

特にない

無回答

19.5

32.5

40.4

30.8

60.9

35.1

20.8

28.3

30.8

50.5

42.6

36.5

5.3

35.0

10.8

2.6

0.6

2.6

0 20 40 60 80 %
　　　n=831
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【勤務先別】 

勤務先別でみると、「英語教育や国際理解等を重視した教育」では“小学校職員”が“中学校

職員”と比べて高い割合となっています。一方、「望ましい職業観や勤労観を育む教育」や「小

学校と中学校の連携教育の推進」では“中学校職員”が“小学校職員”と比べて高い割合とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.8

36.6

45.2

33.8

62.9

38.0

19.4

22.7

29.3

52.8

40.4

39.7

5.3

35.5

10.1

2.0

0.5

15.6

27.0

34.4

26.6

62.3

32.0

26.6

43.4

36.9

49.2

52.5

32.0

5.7

38.1

13.9

3.7

0.4

0 20 40 60 80

自然環境を生かした教育・環境教育

市の歴史・文化・風土を重視した教育

英語教育や国際理解等を重視した教育

ICT（情報通信技術）を活用した教育

心を育む教育や道徳教育

障がいのある児童生徒への支援の充実

スポーツ・芸術文化活動の重視

望ましい職業観や勤労観を育む教育

学校間（幼・保・小・中・高校間）の交流

いじめの防止に向けた取組みの強化

小学校と中学校の連携教育の推進

地域の多様な人材の積極的な活用

学校施設の地域開放の推進

学校と家庭、地域社会の連携の強化

地球的課題の理解を進めるグローバル教育

その他

特にない

（％）

小学校職員 (n=547)

中学校職員(n=244)
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問 13 今後の学校の ICT 環境の整備等に関しては、どのような要望がありますか。 

（２つまで○） 

 今後の学校の ICT 環境の整備等については、「どの教室でもインターネットに接続して授業

が行える無線ＬＡＮ環境を整える」が最も多く 55.4％、次いで「タブレットＰＣをはじめと

した最新の情報機器を導入する」が 34.8％、「ICT 活用教育についての研修体制を充実する」

が 28.4％、「校内ＬＡＮを活用した情報の共有化、手続きの電子化などを一層推進する」が

27.3％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの教室でもインターネットに接続して授業が行える無
線ＬＡＮ環境を整える

ICT活用教育についての研修体制を充実する

タブレットＰＣをはじめとした最新の情報機器を導入する

クラウドを活用した校務支援システムを導入する

教育用コンテンツとしてデジタル教科書を活用する

校内ＬＡＮを活用した情報の共有化、手続きの電子化
などを一層推進する

その他

無回答

55.4

28.4

34.8

11.9

17.4

27.3

2.5

7.6

0 20 40 60 80 %　　　n=831
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【年代別】 

年代別でみても、「どの教室でもインターネットに接続して授業が行える無線ＬＡＮ環境を整

える」が上位となっていますが、中では“30 歳代”の割合がやや高くなっています。なお、「ICT

活用教育についての研修体制を充実する」では“50 歳代”“60 歳以上”の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.5

28.9

35.0

7.6

20.3

24.9

1.0

68.1

24.3

37.5

17.4

16.7

27.8

4.2

62.6

21.9

35.5

16.8

18.7

29.7

3.9

50.2

38.7

42.0

12.8

18.9

34.6

2.9

53.8

84.6

30.8

0.0

7.7

7.7

0.0

0 20 40 60 80 100

どの教室でもインターネットに接続して
授業が行える無線ＬＡＮ環境を整える

ICT活用教育についての研修体制を充実する

タブレットＰＣをはじめとした
最新の情報機器を導入する

クラウドを活用した校務支援システムを導入する

教育用コンテンツとしてデジタル教科書を活用する

校内ＬＡＮを活用した情報の共有化、
手続きの電子化などを一層推進する

その他

（％）

20歳代（ｎ=197）

30歳代（ｎ=144）

40歳代（ｎ=155）

50歳代（ｎ=243）

60歳以上（ｎ=13）
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【勤務先別】 

勤務先別でみても、「どの教室でもインターネットに接続して授業が行える無線ＬＡＮ環境を

整える」が最も高い割合となっていますが、“小学校職員”が７割近く、“中学校職員”と比べ

て高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.3

29.2

38.1

10.8

19.0

26.0

2.9

43.3

35.1

36.8

17.7

17.7

36.4

2.6

0 20 40 60 80

どの教室でもインターネットに接続して
授業が行える無線ＬＡＮ環境を整える

ICT活用教育についての研修体制を充実する

タブレットＰＣをはじめとした
最新の情報機器を導入する

クラウドを活用した校務
支援システムを導入する

教育用コンテンツとして
デジタル教科書を活用する

校内ＬＡＮを活用した情報の共有化、
手続きの電子化などを一層推進する

その他

（％）

小学校職員 (n=520)

中学校職員(n=231)
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問 14 あなたは、現在の教育改革で進められている次のような取り組みについて、どの

ようにお考えですか。（それぞれに１つずつ○） 

 現在の教育改革で進められている取り組みに対する考え方については以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

%

14）地域運営学校（コミュニティスクール）をつくる

15）通学区域の弾力化を図る

24）特定の教科の指導支援員や教職員など、授
業を担当・補助する人材を増やす

18）優れた実践を行った教員を優遇する制度を導
入する

19）社会人経験のある教員を増やす

20）校長や教頭を支えるポスト（職階）を充実する

21）事務専門の職員を増やす

22）教育委員会から校長への権限移譲を進める

23）教職員向けの研修を充実したり、研修に参加
しやすい仕組みをつくる

16）保護者や地域住民が学校や教員を評価を
行う

17）学校の第三者評価制度を導入する

６）ボランティアによる授業サポートを増やす

７）小学校から英語活動を必修にする

８）将来の職業や生き方についての指導を行う

９）地域での体験活動やボランティア活動を行う

10）複数担任制や少人数による指導を行う

11）道徳教育を充実する

12）１クラスあたりの子どもの数を少なくする

13）義務教育９年間で児童生徒を育てる小中一貫
教育を推進する

４）選択教科などで学習内容の選択幅を広げる

５）放課後や土曜日、夏休みなどに補習授業を行
う

n=831

１）習熟度別の授業を増やす

２）年間の授業時間を増やす

３）教科書に盛り込む内容を増やす

37.2 

3.6 

2.9 

7.7 

4.2 

23.0 

21.1 

40.6 

35.9 

62.6 

43.1 

73.3 

16.5 

6.7 

10.5 

4.5 

7.2 

11.2 

13.0 

13.2 

30.7 

8.7 

32.9 

57.8 

49.2

24.5

20.3

40.9

24.1

53.3

46.1

50.9

53.4

32.4

47.8

20.9

47.9

52.2

46.6

29.7

39.4

39.7

56.3

53.9

53.4

57.5

54.5

37.2

7.1

51.4

57.8

37.3

41.8

16.1

22.3

5.3

6.5

1.4

4.9

2.6

26.6

31.2

32.7

41.9

37.4

33.9

22.3

23.5

10.1

22.6

7.8

1.4

1.8

16.7

15.3

10.3

26.6

3.9

6.9

0.1

0.6

0.7

0.6

0.4

5.1

4.7

6.3

20.0

12.0

10.6

4.0

4.1

1.1

3.9

1.1

0.2

4.7

3.7

3.7

3.7

3.4

3.7

3.7

3.1

3.6

2.9

3.6

2.8

4.0

5.2

4.0

4.0

4.0

4.6

4.5

5.3

4.7

7.3

3.7

3.4

0 20 40 60 80 100

賛成

どちらかといえば反対

どちらかといえば賛成

反対

無回答
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【勤務先別】 

勤務先別でみても、『10）複数担任制や少人数による指導を行う』、『12）1 クラスあたりの

子どもの数を少なくする』、『24）特定の教科の指導支援員や教職員など、授業を担当・補助す

る人材を増やす』に「賛成」する割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

小学校職員 (536)

中学校職員 (238)

小学校職員 (544)

中学校職員 (238)

小学校職員 (545)

中学校職員 (237)

小学校職員 (541)

中学校職員 (241)

小学校職員 (544)

中学校職員 (241)

小学校職員 (542)

中学校職員 (240)

小学校職員 (544)

中学校職員 (238)

小学校職員 (546)

中学校職員 (241)

小学校職員 (544)

中学校職員 (239)

小学校職員 (547)

中学校職員 (242)

小学校職員 (545)

中学校職員 (238)

小学校職員 (548)

中学校職員 (242)

%

12）１クラスあたり
の子どもの数を少
なくする

１）習熟度別の授
業を増やす

２）年間の授業時
間を増やす

３）教科書に盛り込
む内容を増やす

７）小学校から英語
活動を必修にする

４）選択教科などで
学習内容の選択幅
を広げる

５）放課後や土曜
日、夏休みなどに
補習授業を行う

６）ボランティアによ
る授業サポートを
増やす

９）地域での体験活
動やボランティア活
動を行う

８）将来の職業や
生き方についての
指導を行う

10）複数担任制や
少人数による指導
を行う

11）道徳教育を充
実する

39.0

40.3

4.2

2.9

2.8

3.8

8.1

8.3

3.9

5.8

25.6

19.2

23.5

18.5

34.8

57.7

35.5

40.2

67.8

55.4

46.8

38.7

80.1

63.2

50.9

52.9

25.9

24.8

20.6

22.8

43.6

39.0

24.6

24.1

57.0

52.9

49.1

45.4

57.9

40.2

58.5

49.4

29.8

42.6

48.3

54.2

17.5

31.8

8.2

5.0

54.6

50.8

62.0

55.7

40.7

34.9

44.7

40.2

14.2

22.5

22.8

23.9

7.1

5.7

9.2

4.0

7.1

4.5

15.3

21.4

14.7

17.7

7.6

17.8

26.8

29.9

3.1

5.4

4.6

12.2

2.0

1.2

1.6

2.1

0.4

0.4

0.0

0.9

0.8

0.7

1.3

0.4

0.0

0.2

1.7

1.9

0 20 40 60 80 100

賛成

どちらかといえば反対

どちらかといえば賛成

反対
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n

小学校職員 (543)

中学校職員 (238)

小学校職員 (538)

中学校職員 (232)

小学校職員 (541)

中学校職員 (239)

小学校職員 (538)

中学校職員 (242)

小学校職員 (540)

中学校職員 (241)

小学校職員 (539)

中学校職員 (236)

小学校職員 (538)

中学校職員 (239)

小学校職員 (531)

中学校職員 (238)

小学校職員 (535)

中学校職員 (239)

小学校職員 (521)

中学校職員 (231)

小学校職員 (543)

中学校職員 (239)

小学校職員 (542)

中学校職員 (243)

%

22）教育委員会か
ら校長への権限移
譲を進める

23）教職員向けの
研修を充実したり、
研修に参加しやす
い仕組みをつくる

17）学校の第三者
評価制度を導入す
る

18）優れた実践を
行った教員を優遇
する制度を導入す
る

21）事務専門の職
員を増やす

20）校長や教頭を
支えるポスト（職
階）を充実する

24）特定の教科の指
導支援員や教職員な
ど、授業を担当・補助
する人材を増やす

13）義務教育９年
間で児童生徒を育
てる小中一貫教育
を推進する

14）地域運営学校
（コミュニティスクー
ル）をつくる

15）通学区域の弾
力化を図る

19）社会人経験の
ある教員を増やす

16）保護者や地域
住民が学校や教員
を評価を行う

16.6

17.6

6.3

8.6

10.2

13.0

3.5

7.4

6.3

10.8

8.7

19.1

11.5

18.0

14.7

10.9

29.5

37.2

8.1

11.7

37.0

26.8

63.1

51.4

48.4

52.5

57.1

50.9

53.4

37.7

28.4

36.0

40.9

41.9

43.8

37.3

62.6

51.9

58.2

55.9

58.5

51.5

61.0

64.9

56.4

57.7

35.2

46.5

30.6

22.3

32.0

34.9

32.2

38.1

46.3

37.6

39.1

37.3

36.2

33.5

21.6

26.4

23.2

28.2

10.7

10.9

25.5

21.6

5.9

13.4

4.4

7.6

4.6

5.6

4.3

11.3

21.7

19.0

13.7

10.0

11.3

10.2

4.3

3.8

4.0

5.0

5.4

1.7

2.1

2.1

1.3

0.0

0.4

0.7

0.4

1.3

0 20 40 60 80 100

賛成

どちらかといえば反対

どちらかといえば賛成 反対
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問 15 成田市では、中学校区を１つの単位として、義務教育 9 年間において教育の質的

な向上を目的として、小中連携教育を推進しています。本年４月には、これを一

層進めた小中一貫教育が「下総みどり学園」でスタートしました。この取り組み

についてどのようにお考えですか。（１つだけ○） 

 この取り組みについてどのように考えるかについては、「小学校と中学校で指導の統一性が

図られ、発達段階に応じたきめ細かな指導が期待できるので、小中一貫教育を進めることはよ

いと思う」が最も多く 32.7％、次いで「小学校と中学校の切れ目はあった方がよいと思う（現

在のままがよい）」が 29.7％、「小学校から中学校の学習や環境へのスムーズな移行が期待で

きるので、小中一貫教育を進めることはよいと思う」が 22.5％、「学力の向上など教育効果が

期待できるので、小中一貫教育を進めることはよいと思う」が 6.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【勤務先別】 

勤務先別でみると、「小学校と中学校の切れ目はあった方がよいと思う（現在のままがよい）」

では“中学校職員”が３割を超え“小学校職員”と比べてやや高い割合となっています。 

「小学校から中学校の学習や環境へのスムーズな移行が期待できるので、小中一貫教育を進

めることはよいと思う」では“小学校職員”が２割半ばと“中学校職員”よりも高い割合とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

831

学力の向上など教育効果が期待できるので、小中一貫教育を進めること
はよいと思う

小学校から中学校の学習や環境へのスムーズな移行が期待できるの
で、小中一貫教育を進めることはよいと思う

小学校と中学校で指導の統一性が図られ、発達段階に応じたきめ細かな
指導が期待できるので、小中一貫教育を進めることはよいと思う

小学校と中学校の切れ目はあった方がよいと思う（現在のままがよい）

その他

無回答

6.6 

22.5 

32.7 

29.7 

5.3 

3.1 

0 20 40 60 %n=

5.6

25.6

33.1

29.6

6.0

9.5

19.0

33.9

33.1

4.5

0 20 40

学力の向上など教育効果が期待できるの

で、小中一貫教育を進めることはよいと思う

小学校から中学校の学習や環境への

スムーズな移行が期待できるので、

小中一貫教育を進めることはよいと思う

小学校と中学校で指導の統一性が図られ、発達

段階に応じたきめ細かな指導が期待できるので、

小中一貫教育を進めることはよいと思う

小学校と中学校の切れ目はあった方がよいと思う

（現在のままがよい）

その他

（％）

小学校職員 (n=550)

中学校職員(n=242)
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ｎ= 831

学校での普

段どおりの授

業があるとよ

い

6.9% 学校での自

由参加の課

外授業があ

るとよい

7.7%

地域の人が

教える体験

学習などが

あるとよい

23.2%

今のまま学

校は休みで

よい

56.9%

その他

2.2%

無回答

3.1%

問 16 法令改正により、設置者の主体的な判断で、土曜日の授業や学習が行いやすくな

りましたが、このことについてどうお考えですか。（１つだけ○） 

 法令改正により、設置者の主体的な判断で、土曜日の授業や学習が行いやすくなったことに

ついては、「今のまま学校は休みでよい」が最も多く 56.9％、次いで「地域の人が教える体験

学習などがあるとよい」が 23.2％、「学校での自由参加の課外授業があるとよい」が 7.7％、

「学校での普段どおりの授業があるとよい」が 6.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【勤務先別】 

勤務先別でみると、「今のまま学校は休みでよい」は“中学校職員”の方がやや高い割合とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

小学校職員 (553)

中学校職員 (240)

%

6.9

6.7

6.5

11.7

27.1

15.4

57.5

63.3 2.9

2.0

0 20 40 60 80 100

学校での普段どおり
の授業があるとよい

地域の人が教える体験
学習などがあるとよい

学校での自由参加の
課外授業があるとよい

今のまま学校は休みでよい その他
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ｎ= 831
質（内容）・量

（機会）ともに

ほぼ満足して

いる

33.0%

質に関しては

ほぼ満足して

いるが、量に

関してはもう

少し増やして

ほしい

4.9%

量に関しては

ほぼ満足して

いるが、質に

関してはもう

少し改善して

ほしい

25.4%

質・量ともに不

満である

11.7%

わからない

19.1%

無回答

5.9%

問 17 現在の教員研修制度についてどうお考えですか。（１つだけ○） 

 現在の教員研修制度については「質（内容）・量（機会）ともにほぼ満足している」が最も

多く 33.0％、次いで「量に関してはほぼ満足しているが、質に関してはもう少し改善してほ

しい」が 25.4％、「質・量ともに不満である」が 11.7％、「質に関してはほぼ満足しているが、

量に関してはもう少し増やしてほしい」が 4.9％などとなっています。 
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問 18 教員研修制度の内容・方法として特に重要だと思われるものは何ですか。（あては

まるものすべてに○） 

 教員研修制度の内容・方法として特に重要だと思われるものについては、「教科・科目や特

別支援教育に関する研修」が最も多く 70.6％、次いで「生徒指導に関する研修」が 59.9％、

「学級経営・学校経営に関する研修」が 51.1％、「ＩＣＴ等、情報化に関する研修」が 41.0％

などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級経営・学校経営に関する研修

教科・科目や特別支援教育に関する研修

生徒指導に関する研修

生涯学習・社会教育に関する研修

環境に関する研修

ＩＣＴ等、情報化に関する研修

外国語習得等、国際化に関する研修

福祉に関する研修

人権に関する研修

カウンセラーなどの資格取得のための研修

国内の大学の授業の受講

国内の企業への研修

海外研修（留学を含む）

メディアを利用した研修

その他

特になし

無回答

51.1

70.6

59.9

9.7

7.7

41.0

20.3

13.6

23.9

21.2

8.7

10.6

7.8

11.0

1.9

2.8

5.1

0 20 40 60 80
%

　　　n=831
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【勤務先別】 

勤務先別でみても、上位に違いはありませんが、「ＩＣＴ等、情報化に関する研修」では“小

学校職員”が５割近くと“中学校職員”と比べて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.0

75.6

60.8

10.3

8.8

47.8

23.7

13.1

25.2

22.9

8.6

11.4

8.0

11.9

2.4

3.5

48.8

71.7

68.3

9.6

6.7

33.8

16.3

16.3

23.8

20.8

10.0

10.4

9.2

10.8

1.3

1.7

0 20 40 60 80

学級経営・学校経営に関する研修

教科・科目や特別支援教育に関する研修

生徒指導に関する研修

生涯学習・社会教育に関する研修

環境に関する研修

ＩＣＴ等、情報化に関する研修

外国語習得等、国際化に関する研修

福祉に関する研修

人権に関する研修

カウンセラーなどの資格取得のための研修

国内の大学の授業の受講

国内の企業への研修

海外研修（留学を含む）

メディアを利用した研修

その他

特になし

（％）

小学校職員 (n=536)

中学校職員(n=240)
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４．児童・生徒や地域との関わりについて  

問 19 学校における児童・生徒の生活に関して問題だと思われる点があるとしたらそれ

は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 学校における児童・生徒の生活に関して問題だと思われる点については、「対人関係がうま

くいかない児童・生徒が多い」が最も多く 62.5％、次いで「心の状態が不安定な児童・生徒

が多い」が 53.2％、「授業内容を理解できていない児童・生徒が多い」が 46.8％、「夜更かし

など生活リズムが崩れている児童・生徒が多い」が 42.2％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に問題はない

健康状態が不安定な児童・生徒が多い

心の状態が不安定な児童・生徒が多い

対人関係がうまくいかない児童・生徒が多い

体力不足の児童・生徒が多い

授業内容を理解できていない児童・生徒が多い

校則などルールを守らない児童・生徒が多い

遅刻など時間にルーズな児童・生徒が多い

夜更かしなど生活リズムが崩れている
児童・生徒が多い

受験中心の生活となっている児童・生徒が多い

部活動中心となっている児童・生徒が多い

その他

無回答

6.7

11.1

53.2

62.5

28.2

46.8

20.7

23.8

42.2

2.8

3.6

2.9

4.0

0 20 40 60 80
%

　　　n=831
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【勤務先別】 

勤務先別でみると、「心の状態が不安定な児童・生徒が多い」と「授業内容を理解できていな

い児童・生徒が多い」で、“小学校職員”と“中学校職員”の違いが大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.0 

10.4 

48.9 

64.7 

31.3 

44.1 

19.6 

23.4 

43.0 

1.8 

1.8 

2.9 

2.9 

13.4 

69.5 

65.3 

23.8 

59.0 

27.2 

28.0 

46.4 

5.4 

8.4 

2.9 

0 20 40 60 80

特に問題はない

健康状態が不安定な児童・生徒が多い

心の状態が不安定な児童・生徒が多い

対人関係がうまくいかない児童・生徒が多い

体力不足の児童・生徒が多い

授業内容を理解できていない児童・生徒が多い

校則などルールを守らない児童・生徒が多い

遅刻など時間にルーズな児童・生徒が多い

夜更かしなど生活リズムが

崩れている児童・生徒が多い

受験中心の生活となっている児童・生徒が多い

部活動中心となっている児童・生徒が多い

その他

（％）

小学校職員 (n=546)

中学校職員(n=239)
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問 20 児童生徒の指導に関して、次のうち経験したことがあるものを選んでください。

（それぞれに１つずつ○） 

 児童生徒の指導については、“４）保護者への対応について”では「経験したことがあるが、

指導に悩んだ」が６割を超え割合が高くなっています。一方、「経験したことはない」では“２）

非行に対する指導について”で４割を超え高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 保護者や地域の方には、学校の活動に対して、どの程度、関わってほしいと思い

ますか。（１つだけ○） 

 保護者や地域の方には、学校の活動に対して、どの程度、関わってほしいと思っているかに

ついては、「ＰＴＡ活動や学校行事等に積極的に参加してほしい」が 48.9％、次いで「授業参

観や運動会などの学校行事に参加してほしい」が 17.1％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）いじめに対する指導について

２）非行に対する指導について

３）不登校に対する指導について

４）保護者への対応について

%

n=831

56.1 

38.9 

59.7 

63.7 

14.1

10.6

7.6

16.8

7.1

7.9

7.3

7.0

22.7

42.6

25.4

12.5

0 20 40 60 80 100

経験したことがあるが、指導に悩んだ 経験したことはない

経験したことはあるが、悩むことはなかった
無回答

学校の運営に参加するなど、学校と一体と
なった教育活動に参加してほしい

ＰＴＡ活動や学校行事等に積極的に参加し
てほしい

授業参観や運動会などの学校行事に参加
してほしい

ボランティアでの学校支援に参加してほしい

あまり関わってほしくない

その他

わからない

無回答

11.7

48.9

17.1

15.4

1.4

0.5

2.3

2.8

0 20 40 60
%

　　　n=831
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ｎ= 831

地域の公共

施設として、

積極的に他

の目的で利

用すべき

33.5%

児童・生徒の

減少により余

裕教室が生

じた学校で

は、他の目的

での利用も検

討すべき

32.5%

学校施設は、

原則として、

学校教育を

対象とした利

用に限るべき

22.1%

その他

2.9%

わからない

6.3%

無回答

2.8%

問 22 あなたは、次のことについて、学校、家庭、地域のどこが中心となるべきだと考

えていますか（それぞれに１つずつ○） 

学校、家庭、地域のどこが中心となるべき事項については、“６）集団生活で必要な能力を身

に付けさせる”では「学校」が中心となるべきだと考えている方が９割半ばと割合が高くなっ

ています。一方、“１）社会性、しつけやマナー等を教える”では「家庭」で９割を超え割合が

高くなっています。また、“５）地域の伝統や文化を伝える”では「地域」が８割半ばとなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 学校施設を他の目的で利用することについてどう考えますか（１つだけ○） 

 学校施設を他の目的で利用することについては、「地域の公共施設として、積極的に他の目

的で利用すべき」が最も多く 33.5％、次いで「児童・生徒の減少により余裕教室が生じた学

校では、他の目的での利用も検討すべき」が 32.5％、「学校施設は、原則として、学校教育を

対象とした利用に限るべき」が 22.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

%

６）集団生活で必要な能力を身に付けさせる

７）登下校中や放課後の子どもの安全の確保

n=831

１）社会性、しつけやマナー等を教える

２）子どもの非行防止に取り組む

３）子どもの悩みや相談事に対応する

４）自然体験や社会体験の場を提供する

５）地域の伝統や文化を伝える

4.5 

17.7 

54.9 

26.5 

12.0 

96.8 

14.4 

93.1

56.1

40.6

6.0

1.6

1.4

16.5

1.3 

24.7 

3.0 

66.1 

85.2 

0.8 

67.6 

1.1

1.6

1.6

1.4

1.2

1.0

1.4

0 20 40 60 80 100

学校 地域家庭 無回答
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